




はじめに   

前橋市教育委員会では、「県都前橋 教育のまち」の実現に向けて前橋市教育振興基  

本計画を策定しています。その施策の柱の一つとして「心豊かな地域づくりの充実」を  

掲げ、文化財保護課は「史跡や文化財の活用」を重点目標として、具体的な施策を展開   

してきました。  

本書は、平成25年度における文化財保裡課の実施した全業務の記録です。   

指定文化財や史跡の整備事業では、国重要文化財「阿久沢家住宅」の整備事業や県指  

定史跡「膳城跡」の遊歩道整備などが進み、前橋市指定重要文化財「臨江閣別館」の整  

備に向けた調査設計業務なども実施され、次年次以降の整備に向けた準備が着実に進ん  

でいます。また、各種指定文化財に設置している説明案内板の準備も進んでいます。さ  

らには、新規事業として国指定天然記念物「岩神の飛び石」の環境整備事業にも着手し、  

長らくその由来が不明確であった「岩神の飛び石」の来歴も明らかにされようとしてい   

ます。   

普及啓発事業では、毎年実施している大童古墳群公開イベントを群馬県と共同で開催  

し、第2回古代東国文化サミットとして実施いたしました。多くの来場者に恵まれ、古  

代東国文化への市民の関心の高さが際立った画期的な普及啓発事業となりました。   

また、埋構文化財の調査では、諸開発に係る記録保存のための発掘調査を進めると共  

に、上野国府等範囲確認調査が5年計画の3年次目を迎えました。いよいよ調査も佳境  

となり、国府の解明が期待されます。   

これらの、平成25年度の文化財保護課の諸事業を実施するに当たり、ご指導、ご協  

力を賜った関係各位並びに諸機関に心より感謝申し上げると共に、文化財保謂行政の  

益々の推進を願い、はじめにといたします。  

平成26年7月1日  

前橋市教育委員会  

教育長 佐藤 博之   
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第1章 文化財調査委具による調査  

1 車両所突により損壊した指定文化財の緊急調査及び確認調査  

平成25年6月5日（水）緊急調査  

平成25年9月2日（月）確認調査  

稲里の石造馬頭摺世苦立像（市指定粟野文化財）  

柿滞垂員、井上委員  

（1）日  時  

（2）調尭対顛物件  

（3）調査者  

（4）概 要   

平成25年5月4日（土）16時35分頃（前橋東幹察  

署による報告時亥り）、粕川町挿里地内の市道において東方   

向から走行していた普通乗用車が、ハンドル操作を誤り、  

道路脇側溝を乗り越え、本文化財稲里の石造馬頭観世音   

立像）の東側側面から直突し、倒壊破損の状況となった。   

よって、前橋市文イ即洞詔査委員による現況の確認・調査を  

現地で行い、今後の管理及び修理等の方向性を探る事を目   

的に実施した。   

9月2日の調査では、修復工事（7月19日～7月22   

日）が完了したことを受け、前橋市文化財調査委員による   

工事完了の確認・調査を現地で行った。  

稲里の石造馬頭観世膏立像現地での怖語調査  

2 樹木調査  

（1）日  時  

（2）調査対象物件  

平成25年10月7日（月）  

ア 鞠′J、学校跡地のフジ（未指定）  

イ 樹小学校跡地のイロハモミジ（未指定）  

り 時沢の夫婦マツ（県指定天然記念物）  

エ 横室の大カヤ（国指定天然記念物）  

オ 岩神の飛石（国指定天然記念物）  

カ 額智の園のフジ（未指定）  

キ 荻窪神社のイロハモミジ（未指定）  

ク 永明小学校のエメタセコイア（未指定）  

ケ 永明小学校のイチョウ  

片山委員・栴揮重昂  （3）調査者  

（4）概 要  

今年度は地域で大切にされている樹木の確認調査を   

中心に実施した。調査樹木は、各地区の公民仰の協力   

により得られた情報をもとに選定した。調査樹木の中   

には、巨樹巨木に相当するものもあり、今後も地域に   

おいて大切されていくことを願うところである。また、   

横室の大カヤについて昨年度同様に樹勢確認の継続調   

査として実施した。岩神の飛石と時沢の夫婦マツにつ   

いては、国庫及び県費補助事業であり、事業連捗の確   

認を行った。  

永明小での樹木調査   



3 建造物調度僻鹿家等）  

（1）日  時  平成23年10月24日（木）  

（2）調査対象物件   ア 定方良輔宅  

イ 坂部喜善宅  

（3）調査者  村田委員・井上委員  

（4）概 要  

昨年度に引き続き、平成22・23年度に実施された   

「市内建達物悉皆嗣査」のデータをもとにした追加調査   

を実施した。蕪蚕贋家を主題として、各年代を代表する   

だろう物件の細部の調査を実施し、結果をもとに掃標化   

するためのデータ収集を行った。本調査は、平成23年   

度に2カ年計画として策定され、その2年年目である。  

一連の調査により、幕末期各年代、明治期から昭和3  

0年代までの養蚕農家の建造物としての特徴をデータ  

として収集することが出来た。  

4 建造物調査（社寺調査）  

（1）日  時  平成25年11月27日（水）  
（2）調査対象物件  諏荒暗中社（上泉町）  

（3）調査者  村田委員  

（4）概 要  

富原厨申社については、平成23年度市内文化財調査に   

おいて、上泉の獅子卸の奉納神社として柵認を行った際  

に、一見してあったものである。その後、地元より、諏  

訪神社の文化財建造物としての調査をお願いしたいと   

の要請により実施されたものである。調査では、拝殿及   

びその北西にある社殿の棟札が見つかり、拝殿が嘉永期、   

拝殿北西にある社殿は弘化期に建築されたことが判明  

した。  

5 大平縄文住居跡遺構にかかる確認調査  

（1）日  時  平成25年12月25日（水）  
（2）調査対象物件  大平縄文住居跡遭構  

（3）調査者  栴将委員・井上委員  

（4）概 要  

平成23年2月2日の前橋市文化財調査費員会議におい   

て、本史跡の活用状況及び所在位両も不明瞭であるなどの   

理由から、指定解除の諮問が行われたが、その会議におい   

て、現況確認を再度行い、判断は保留となっていたもので   

ある。木調禿では、大平縄文住居遺構跡の現況を現地で確   

認し、今後の対応を検討する為のデータ収集を行った。  

大間批軒躇御題柵こおける呪上雌周査の様子   
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① 史跡等の除草及び竹片付け   

ア 市が管理する史跡等について、地元  

自治会、シルバー人材センター及び業  

者に委託し、頭墳美化に努めた。  

除革栗務一醍衷  

第2章 文化財保護事業  

1保諦管理運営事業  

（1）国有文化財管理  

文部科学省（文化庁）が所有する、国有文化  

財天川二子山古墳と総社二子山古墳の2カ所  

について実施した。見廻り看視、晴掃等の日常  

管理については、自治会役員を国有文イ即オ看視  

人として委託した。落枝の処分については、担  

当者が定期的に行った。定期除草は、天川二子  

山古墳は前橋市シノレバー人材センターに、総社  

二子山古墳は地元の総社地区史跡愛存会に業  

務委託し、それぞれ2回実施した。また、総社  

二子山古墳については、敷地内北東で民地に張  

り出していた桜の枝を直営及び委託にて切り  

落とし、前方部石室直上の桜の木を石室の崩壊  

等を事前に防ぐために伐採した。   

史跡名   区分   所在地   
節滞・：耐用  

（ポ）   

4，968   

2  命冠揮迅坤  市指定  山王町1－13－3   4，814   

今井神社古  
3  市指定  今井町818   4，624   
墳  

4  市摺門跡   市指定  大手町2－5－3  750   

県指定  広郷町」丁目27－7   730   

6  八幡山古墳  国指定  朝倉町四丁目㌻3   20，000   

蛇穴山古墳  
7  国指定  総社町結社1587－2   5．674   
隣接地  

8  宝塔山古墳  国指定  繹社町総社1606   2，204   

9  女堀   
国指定  富田・東大室・二之 宮・飯土井他  69，982   

文京町三丁目  
10  不二山古墳  市指定  1，142   

151－づ  

荒砥不二山  
県指定  西大室町813－2他   2，700   

古墳  

河原浜町6601  
12  大概脚   県指定   恐悦料地  

24，934  

660－31，32  
3，700   

県指定  堀越町86卜1   

市指定  五代町214   

総社古墳隣  
15  
接地  

148，720   

結社二子山古墳直営枝落とし作業状況   

（2）国・県・市指定文化財管理  

県指定重要文化財の1件が指定解除された   

のみで、新指定文化財による増加は無かった。  

平成26年3月末日現在の指定文化財の数   

は、以下一覧表の通りである。  

天然記念物   

名  勝  0  6  0  口   
合  計   18   57  243  318   

登録有形民俗文  

化財  

重要美術品   

イ 国指定史跡女堀二之宮町353－2地内   

の竹片付けの業務委託を行った。   

実施期間 25年5月13日～6月30日   

実施場所 女堀西沼1，500Ⅰぜ   
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○ 実施場所  

①大川二子山古墳②総社二子山古墳  

③宝塔山古墳④蛇穴山古墳⑤大胡城跡  

○ 樹木本数 90（五ヶ所合計）  

イ 市が管理している、国指定史跡の女堀  

二之宮町地区の急傾斜を除く西沼東側に  

生えている竹に竹稗注入を行い竹の枯渇  

を計った。  

○ 実施日 平成25年8月8日～9日  

○ 実施場所  

国指定史跡女堀 二之宮町地区竹梓注  

入本数およそ300本。   

ク ススメバチが発生したため八幡山古  

墳・粕川出土文化財管理センターの駆除  

を行った。   

（3）文化財の保護   

① 文化財パトロール  

市内を10地区に分け、各地区に文化財   

牌拝島を配置して、掃敵対ヒ肘の管理   

状況の把握に努めた。報告は月1度書類の   

提出をお願いし、その報告の内容により、   

除草や倒木や説明板等の対処をした。また、   

その報告書は、文化財の状況をABCDで   

評価してもらい具体的に分かるようにして   

いる。  

第1回会議は、4月26日（金）に行った。   

平成25年度事業概要・事業計画及び平成   

24年度文化財パトロール報告のまとめを   

報告し、説明板の破損状況や文化財の管理   

状況・樹木の伐採など文化財保護の率直な   

意見交換をした。また、文化財保護指導員   

の資質の向上を図るために11月14日   

（木）に情報交換会と発掘現場見学を実施し   

た。今回は、鎧を着た人骨が出土した渋川   

市の金井東裏遺跡を群馬県埋蔵文化財調査   

事業団職員の案内で見学した。指導員の知   

識習得に多大な成果を収めることができた。  

竹片付け後（西沼）   

② 史跡の樹木管理   

立枯れ及び防犯上の理由等で伐採した樹木は  

32本だった。   

遠見山古墳1本 女堀二之宮地区8本   

前二子古墳1本 総社二子山古墳3本   

不二山古墳3本 中二子古墳3本   

八幡山古墳2本 天川二子山古墳1本   

島塚山古墳1本 腰嘩牡内古本   

粕川出土文化財センター周辺4本   

平成26年2月の大雪による雪害で倒木・折  

枝及び落枝の大きな被害が発生した。伐採した  

樹木は、23本だった。   

直営  宝塔山古墳1本   

業者委託 八幡山古墳18本  

天川二子山古墳1本  

女堀（ニノ宮地区）1本  

前二子山古墳1本  

膳城址1本   

また、膳城址公園の整備にあわせ、粕川出土  

文化財管理センター及び粕川歴史民俗資料館の  

樹木勇定を実施した。  

大雪に伴う折枝除去作業（業者委託）   

③ その他の瑞購整備  

ア 市が直接管理する国指定史跡4ケ所の樹   

木に発生する害虫アメリカシロヒトリの防  

除を行なうため、オルトランカプセル（樹木注  

入型殺虫剤）の樹幹注入を職員により実施した，  

○ 実施日 平成25年6月18日・20日  現地見学の様子   
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② 文化財防火訓練及びl晩七査療   

ア 防火査察   

第60回文化財防火デーにより、41件の   

文化財査察対象物に対して9班編成を組み、   

前橋市消防局（各消防署）及び㈱東京電力等   

と協力して、合同立入査察を実施した。  

円満寺薬師如来塵憮（円満寺）  

（7班…南消防署：3施設14：20～）   

二宮赤城神社絵馬・梵蛙・納曽利面（二宮   

赤城神社）、無最寿寺地蔵菩薩立像・無敵寿   

寺十一両観世音立像（無風寿寺）、旧関根家   

住宅   

○平成26年1月24日（金）  

（8班…北消防署：3施設10：00～）   

日輪寺寛永の絵馬・十一両観世膏像（日輪   

寺）、鉄造阿弥陀如来坐像（芳勝春〕※前   

橋軒家老小河原左官の甲矧附師弟物（紺糸   

威二枚胴具足）は都合つかず。  

（6班…南消防署：1施設13：30～）   

駒形町牛頭天王の獅子頭一対  

（9班・‥北消防署：5施設13：30～）   

珊瑚寺の板碑と多宝塔（珊瑚寺）、横室の   

耽師伎衣装、萩林庵の阿弥陀像、原西の阿   

弥陀像、暗曙の仁王と多宝塔  

（7班…南消防署：1施設15：00～）   

慈照院千手観音座像（慈照院）   

○平成26年1月26日（目）  

（7班…南消防署：1施設11：00～）   

旧アメリカンボード宣教師館（共愛学園）   

○平成26年1月30日（木）  

（7班…南消防署：1施設10：00～）   

産泰神社本殿・幣殿拝殿神門及び境内地   

（産泰神社）  

イ 文化財防火訓練   

旧アメリカンボード宣勤師館 北側物置  

から出火、共愛学園の職員が火災を発見し、  

初期消火を行ったが、折からの北風に煽られ、  

旧アメリカンボード宣教師館に延焼したと  

いう想定の火災防ぎょ演習で、車両12台総  

勢97名が参加し中継送水・放水訓練を行い  

延焼拡大防止訓練に臨んだ，さらに猛火から  

負傷者の救出演習、担架に載せて病院へ搬送  

する実際さながらの訓練も披露された。   

○平成26年1月26日（日）  

午前10暗から午前11暗まで  

会場：前橋市小屋原町1115番地3  

（共愛学園中学校・高等苧冊地内）  

旧アメリカンボード景教師館  

（県指定重要文化財）  

〈参加機関〉  

前橋市消防局（南消防署、城南分署、中  

央消防署）、前橋市消防団（第4方面団  

長、第15分団、第13分団3部、第1  

4分団1部）、文化財保譜課、学校法人  

共愛学園（演習参加者97名）   

査察の様子  

○平成26年1月21日（火）  

（5班・‥西消防署：1施設10：00～）   

上野粗宇摂申社本殿他  

○平成26年1月22日（水）  

（1班・‥中央消防署：4施設10：00～）   

梵粒（妙安寺）、臨江閣本館・茶室・別館、   

前橋帝政平家奉納能装束一式（東照宮）、酒   

井家史料（129点）前橋祇園祭礼絵巻（2巻）   

（市立図帝脚  

（2班‥・中央消防署：5施設13：30～）   

旧蚕糸細墟事務棟、神明宮の甲胃・奈良   

三彩小壷（組合数育プラザ）、東桶寺鰐口（東   

福寺）、上泉郷蔵附上泉文書・上泉の獅子舞   

（上泉自治会）、布達罪師三尊立像（宝禅寺   

如意寺）、八幡宮文書（1巻九通）・伯牙弾琴   

鏡（八幡宮：借金庫保管のため検査省略）  

（5班‥・西消防署：3施設13：30～）   

光願寺薬医門・打敷・油単並びに幡（光巌   

寺）、徳滞寺懸仏・麻本署色両界里奈羅1対   

〔徳蔵寺）、大障寺総門・多宝塔（大徳寺）  

○平成26年1月23日（木）  

（3班・‥東消防署：6施設 9：40～）   

堀下仏懐群、旧諏訪神社の宝物堀越掛舞台   

下座1対（金蔵院）、大胡神社の算額（大胡   

神社）、   

阿久沢家住宅、歌舞伎舞台他亡諏訪手中社）、   

狂歌合の額他（住吉神社）  

（4班‥・東消防署：5施設13：45～）   

本殿内宮殿（赤城神社）、木造十一両観音立   

像、三番曳かしら対附属古文書、十一面観   

音木像他（金剛寺）、近戸神社御輿他（近戸   

神社）  

（6班…南消防署：1施設 9：30～）  
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⑦ 指定文化財の現状変更について   

今年度の現状鹿史は、国指定文化財が3件、  

県指定文化財が7件、市指定文化財が5件で  

あった。  

詳細は一覧の通り。  

内容   

国庫補助事業（環  

暁整備事業）   

国天  横室の大カヤ   学術調査（森林総  

研の調査協力※枝  

採取）   

国史  八幡山古墳   国庫補助事業（外  

珊設置工事）  

県費補助事業（彩  県重  松平大和守家歴代藩  

主画像その他画像  色剥落等の  

画像の修程）   

県天  時沢の夫婦マツ   県費補助事業（ア  

カマツ伐採等）   

県重  上野総社神社本殿  県酔補助事業（本  

頗彩色工事等）   

県史  僻城跡   公園幣備に伴う遊  

歩道の設置   

県天  時沢の夫婦マツ   県費補助事業（ク  

ロマツ選定等）   

県重  臨江閣本館   白壁の修理   

市重  臨江閣別館   掛け軸を吊り下げ  

壊したため修理を  

市天  大胡神社のムクロジ  強勢定   

訓練の様子   

③ 寄附の受入   

愛宕山古墳用地1，090Ⅰポを市内在住の  

方より、寄附したいとの申し出があり、史跡  

としての活用を図るために受け入れた。   

④ 刀剣の製作承諾   

市内在住の高橋恒厳氏から4口（太刀2、  

短刀2）の承認申請があり、すべてを承認した。   

承認後は県公安委員会及び県教育委員会文  

イ団寸保護課一、、承認した旨を通知した。   

⑤ 刀剣の手入れ   

本市が寄附受入を行った刀剣を、良好な状  

態で保存するため、専門的な技術者による手  

入れを行っている。今年度も例年通り、9月  

と2月の2回実施した。   

対象刀剣類は7種52口。今年度は、錆の  

あるものなど、別途委託を要するものは見受  

けられなかった。  

⑧ 史跡の公有化   

2件の史跡の公有化を行った。   

ア 遠見山古墳（市指定史跡）   

本史跡は古墳時代中期後半（5世紀後半）   

の前方後円墳で、総社古墳群の端緒をなす   

重要な古墳であり、保存状態も良好である。   

史跡指定後地権者との協鞘を重ね、平成2   

5年4月に市有地との不動産交換契約を締   

結して取得した。これで本史跡の墳丘部分   

全体を公有化した。   

刀剣手入れの様子   

⑥ 内所在の文化財の異動   

秤馬県指定重要文化財「脇差 銘革命席直  

胤 一口」（昭和34年8月5日指定）が群馬  

県文化財憮讃帝満会の春吉掛こおいて 「滅失」  

と判断され、平成25年9月17日付で指定  

解除された。  
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・所在地 前橋市綽社町総社字粋人城川  

甲1410番・乙1410番  

・面 積1，943r迂  

イ 愛宕山古墳（未指定）   

本史跡は7世紀前半の大型の方墳であり、  

巨石巨室横穴式石室には剖抜式の家形石棺  

を持つ。県内には本史跡に匹敵する規模を  

持つ同時期の古墳は見られず、上野地域が  

収赦されていく様子を表す重要な古墳であ  

る。地権者より寄附の申出があり、平成2   

5年12月寄附の受入を行った。これによ   

り、墳丘部下位の北側および西側を公有化   

した。  

・所在地 前橋市紐社町総社宇大屋股  

愛宕山1763番2  

・面 積1，090r迂  

クラフト体験コーナーを設けた。今年は、  

春のばら固まつり期間に4回、秋のバラフ  

ェスタ期間に3回行った。春・秋合わせて  

348人が座繰り体験を楽しみ、自分で挽  

いて採った糸はお土産としてプレゼントし  

た。   

また、桑の木クラフト体験では、415  

人が木のクラフトに挑んでいた。ばら固ま  

つり、バラフェスタでは、いろいろなイベ  

ント行われており、その一つとして来場者  

は存分に楽しんでいる。  

遠見山古墳（南側より）   

（4）前橋市費糸記念館の管理・活用  

県指定重要文化財である旧蚕糸試験場事   

務棟を敷島公園のこの場所に解体移築し、昭   

和57年4月に前橋市蚕糸記念麒として一   

般公開した。日常管理を前橋市シルバー人材   

センターに委託し、見学者の受付と館内外の   

清掃を行っている。このほかに管理業鋳では、   

消防設備保守点検、樋及び周辺晴掃業務を委   

託している。  

建物内に4つの展示室（①開所当時の様子   

を示す資料②はき立てから繭出荷までの養   

蚕具③上州座紐解をはじめとして製糸業に   

用いる用具器械⑳機織り槻や養蚕信仰の資   

料）を設けて資料を展示し、蚕糸業とともに   

歩んできた前橋の近代化を偲ぶ記念館とし   

て公開している。  

本年度は、春のばら固まつり、秋のバラ   

フェスタの開催により、ゴールデンウイー   

クから団体客が多数来館し、6，805人   

の見学者があった。また、ばら固まつり、   

バラフェスタの期間中、富岡製糸場世界遺   

産伝道師協会の協力を得て虚繰り・桑の木  

座繰り、桑の木クラフト体験の様子   

（5）綽社費料館の管理・活用  

搬出後の西分  

従来の資料館の敷地・建物を所有者に返却  

することとなったため、7月をもって閉館し、   
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12月までに退去することとなり、連物や展  

示物の搬出を行った。   

学校見学の対応のため、総社公民館の敷地  

及び物置などを借用し代替地設とした。場所  

に限りがあるため、秋元氏や天狗岩用水に絞  

り込んだ内容での対応となっている。   

7月までの開館目数は79日、来館者数は  

608人であった。閉館篠の学校見学は、総  

社市民サービスセンター敷地内の一角を借り  

て対応し対応学校数は31校2，116人で  

あった。   

年間の入館数は学校34佼2，359人、  

総計2，744人となる。   

新しい資料館の建設計画はあるが、2、3  

年内の完成は厳しいことから、総社公民館敷  

地内に新たにプレハブを設曙し、新年度以降  

の見学対応に向け準備をすすめることとなる。   

3月には説明員研修を実施した。今回は甘  

楽町・富岡市の文化財や関連地殻を対象に甘  

楽町歴史民俗幣料館・楽山園・長岡今朝古記  

念ギャラリー・富岡製糸場・七日市陣屋跡・  

旧茂木家住宅・富岡市美術博物館などを見学  

した。文化財的な資堪卜中展示物の説明・解説  

の方法など、参考にできる点が多かったと思  

われる。  

（6）前橋市粕川歴史民俗資料館の管理・活用  

粕川歴史民俗資料館は、大胡、宮城、粕川   

地区などの赤城南麓地域の歴史や民俗が学習   

できる施設として活用している。今年度は2   

回の企画展を開催し多くの市民に関心を持っ   

ていただくことをねらった。開館目数は17   

5日入場者数合計1，425人を数えた。  

企画展概贋  

春季企画吊・‥「前橋の群集墳」を開催した。  

開催打間は平成25年4月27日から平成  

25年9月1日まで  

平成25年7月28日粕川歴史民俗資料珊   

で畔馬県埋蔵文イ即桐珂査事業団より講師を迎   

え、吉概念「前柿の畔集墳と群馬の古墳時代」   

を開催したところ53名の参加者があった。  

秋季企画展…前橋の近世大名墓と家臣団   

の墓」を開催した。  

開催期間は平成25年10月5日から平成  

26年2月2日まで   

（7）前橋市粕川出土文化財管理センターの  

管理  

施設内の機械弊備、小荷物昇降機、浄化槽   

点検等は、業務委託により引き続き管理を行   

っている。   

（8）大壷公園史跡の管理・活用  

一般公開している大童古墳群について、史   

跡の日常管理を行うにあたり、石室入口の鍵   

開閉や出土過物を復元展示した史跡の保守・   

点検・晴掃等を行う者を地元から選出して、   

史跡管理業務を委託した。  

群馬県内外から多くの見学者が訪れる公園   

内の古墳押であることから、市民ボランティ   

ア「大童古墳（つか）の語り部」が史跡棄内   

等を行なっている。  

11月24日に開催された大室イベントで   

は富岡製糸場世界遺産伝道師協会伝道師によ   

る座繰の体陳を行い、多くの参加者を集めた。   

（ア）管理栄務実施日は以下のとおりである。  

4月から11月まで：月曜日を除く毎日。  

12月から 3月まで：土・日・祝日。  

前二子、後二子石室鍵開け午前9：00  

前二子、後二子石室辟閉め午後4：00   

（イ）点検場所  

1．前二子古墳 2．中二子古墳  

3．後二子古墳 4．小二子古墳  

※清掃は石室開閉時に実施している。   

（ウ）年末年始休業  

12月27日（月）から1月4日（火）まで   

代樺施設での見学対応  

説明員研修視察（甘楽町：楽山園）  

－ 8 －  



などにも利用された。   

見学会は、春、秋を中心に学校間偶の学習  

見学や各種団体の視察見学が頻繁にあった。   

照影は、結婚企画会社や写真師が中心に結  

婚衣装・七五三・成人式写真等の写真輪形が  

行われ、1年通して頻繁に利用された。記念  

写真の掘影場所として広く認知されてきてお  

り、昨年に比べるとかなり増えてきている。   

2・3月には、市民の寄贈による雛人形を  

展示し好評を博した。その様子は、群馬テレ  

ビのニュース番組の中で生中継された。今年  

はテレビ、ラジオ、新聞等各メディアでの露  

出が多かった。   

最倭に臨江閣への平成25年度の入場者人  

数であるが、利用・見学・写真梶野など、1  

8，110人であった。   

保全修理では、8月に突風により破損した  

建仁寺垣の修辞、10月に別館雨樋の惜春乳  

11月に本館の剥落した白壁修繕、2月に別  

館2階の照明スイッチ不良による修辞、3月  

には大雪により破損した本館、別館の雨樋笥  

の撤去を行い、施設の保全に努めた。   

パンフレットについては4，000部増刷  

した。また、団体見学者用のA4のパンフレ  

ットも600部増刷した。  

（9）大童公園民家園の管理・活用  

昨年度まで赤城型碑保存会という地元の   

組馳こ管理運営を委託してきたが、同保存会が   

急過解散してしまったため、年度当初は、大童   

公園を管理している「昭和造園土木・小泉牌   

固・青木造園・大室公園年間管理業務・共同企   

業体」に、施設の開閉のみの委託で対応した。   

無人状態での開館では日常的な管理不足や見   

学者への案内などが行き届かないため、10月   

からはシルバー人材センターへ管理用務全般   

を委託することとなった。  

平成25年度の開館日数は246日、民家園   

来園者数は4，054人となっている。大童イ   

ベントではスタンプラリーやふかし饅頭の体   

験会陽、大童古墳（つか）の語り部による定例   

の古墳案内集合場所や夏休み教室の会場とし   

ても利用されている  

（10）臨江閣の管理・活用  

日常管理については、管理人を2名常駐さ   

せ、館内外の晴掃と見学者の受付を行った。   

この管理人は、前橋市シルバー人材センター   

へ委託した。このほかに管理案務の委託では、   

機械繁簡業務、消防設備保守点検、雨樋及び   

屋根清掃を業者委託した。なお、庭内の樹木   

は、公園管理事務所が管理をしている。  

また、10月からAEDが設置されたのに   

伴い、管理人は、消防署懐員から救命講習を   

受けた。  

11月と3月には、管理人・消防設備点検   

業者と消防訓練を行った。3月の訓練では、   

消防署隊員立会のもと、訓練を行った。  

雛人形の展示   

（11） 阿久沢家住宅の管理・活用  

上毛新聞社主催の風っ子ネイチャークラ  

ブにて、農業体験活動のための中心施設と  

して阿久沢家住宅を使用したいとする申出  

があり、本事業の中で本住宅の活用方針や  

課題について検討を行った。基本的には休  

憩・昼食のための施設として本住宅を利用  

し、夏季には本住宅での宿泊体験、秋には  

そば打ち体験などを行った。  

その他、未策定であった本住宅の保存活  

用計画について、学弛経験者や地元関係者  

からなる阿久沢家住宅整備委員会や文化   

設置されたAED  

施設の活用では、「臨江閣と近代前楠のあゆみ」  

を開催している。   

イベントは、お茶会を中心にいけばな、百人  

一首大会、講満会等さまざまな文化的行事が行  

われた。また、今年はドラマ揖臥 コンサート  
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庁調査官、県教育委員会からの指導・助言を受  

けて作成した。来年度に策定予定である。  
2 整備事業  

（1）蹄江闇整備  

○前輪市臨江聞整備委員会  

臨江閣を末長く保存整備し、積極的な利活  

用を図っていかなければならない。そのため、   

本市を代表する近代和風建造物である臨江閣   

のモ矧掛こついて、文化財保詔、建造物調査、整   

備工事等の専門的な見地から検討し、及び協議  

を行う。   

① 第5回前橋市臨江閤整備委員会  

ア 開催日及び会場  

平成25年5月10日  

文化財降経理寵会議寛  

イ 出席者  

〈委員〉梅澤委員長、村田委員、松野委員、  

楷：拝委員  

けデサ㌧｛㌧〉群馬県文化財保邦瀧  

珊碑指導主事  

〈関係課〉教育施設課柿木係長、堀越主任  

揮帯局〉文化財保誰誹松村課長、小島補佐  

岩間副主幹、登山副主幹、小川主  

任  

ウ 内容  

①臨江閣保存管理計画案  

②平成25年度の予定について  

その内容について協議・検討を行った。  

（主な意見）  

・中二階にあった和室及び二階大広間は  

復原しない。  

・瓦の使えるものはすべて加工して使う。  

・歴史的建造物維持のため、地元業者を  

育成していく必要がある。  

・実施設計、工事のPR、工事中の見学  

会開催等は、広く市民に周知する。  

・前橋ロータリークラブの寄附は、門柱  

ではなく、門扉の復原がよい。  

② 第6回前橋市臨江閣整備委員会  

ア 開催日及び会場  

平成25年12月24日  

文化財保許裸来会請室  

イ 出席者  

〈委 員〉 梅澤委員長、村田委員、内田委  

員、松野要鼠、栂非番員  

〈げサや－バー〉群馬県文イ踊貯梨  

碑僻相弔主事  

（委託業者〉果観建築研究機柿8名  

〈関係課〉教育施設課根岸開展、  

鈴木主任  

公園管理事務所丸山所長  

そば打ち件購の様子   

（12）文化財保讃課庁舎移転   

施設の老朽化に伴い、三俣町二丁目から総社   

町三丁目に事務所を移転した。  

・移転先   

前橋市総社町三丁目11番4  

・移転日   

平成26年3月24日（月）  

・移転後の囁話語号等   

電 話 280－6511  

FAX 251－1700  

なお、鳥羽町にある既存の建物を新通物保管  

場所とするが、改修完成までの間は、三俣町の  

建物を引き続き避物保管場所として使用する予  

定である。  
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容し、安全を担保し、要所要所に補強がな   

されている。  

・復原の項目、図面、施工しようを明らか   

にしておく。  

・臨江閣整備委員会は、今回示された耐震   

補強案を了とする。  

・建物に影響を与えていると思われる2本   

の木は、創健時の庭園計画等で確認し、存   

在しなければ、基本的に伐採で検討し、最   

終的に委員会で判断する。  

○臨江閤保存整備草葉実施設計業務   

群馬県及び前橋市指定重要文化財臨江閣   

について、前橋市の宝として、今後100   

年の保存と活用のため、保存管理計画に基   

づき保存憧印・保存整備事業に係る窮施設   

計業務を行う。   

委託契約については、7月に公葬型プロ   

ポーザルで業者選定を行った。   

今年度事業であったが、具体的な復原方   

法等の決定に対し、慣葦を要するため来年   

度に繰越した。  

〈事務局〉 文化財†呆青筋黒松村課長、小島補  

佐、岩瀬副主幹、登山副主幹、  

小川主任  

ウ 内容   

①臨江闇値理及び蒋傭案   

②平成25年度の予定について   

その内容について協議。検討を行った。  

（主な意見）  

・構造補強案はケース2程度でよい。  

・改修篠、どこを改修したのか分かるよ   

うにする。  

・二階の舞台撤去後は、板張りにし、所   

作台を設ける。鍛帳は設置しない。  

・骨席は、邪魔にならないよう設置する。  

・建物に影響を及ぼす樹木は伐採を含め   

検討する。  

・渡り廊下はそのままにし、階段部を下   

げる。  

・空調は、露出型、設置型それぞれ比較   

検討し、再度判断する。  

事業費  22，636，320円  

（2）阿久沢家住宅整備事業  

①尾牧柿の追加間伐および勇定、③駐車場整   

備、③水場や東側隣接地からの湧水を排水する   

ための排水溝姫備、④水場付近の斜面崩落を防   

ぐための法面供湾工事、⑤北側屋敷林部分の転   

落防止柵設置工事、⑥建物東側の敷地復元工事   

（池の埋立て）を実施した。   

第6回腔備委員会の様子   

③ 第7回前橋市臨江閣整備費員会  

ア 開催日及び会場  

平成26年2月24日  

文化財保常課東金読室  

イ 出席者   

〈委員〉梶棒委員長、村田委員、内田委員、  

松野委員、柑井委員   

〈委託業者〉景観建築研究機構1名   

〈関係書船 佐藤教育長、中島管理部長  

教育施設課根岸買取長、橋本係長、  

鈴木主任  

公園管理事務所丸山所長   

〈事務局〉 文イ蜘利呆諏飛松村課長、小島補  

佐、登山副主幹、宮沢主任、小  

川主任  

（主な意見）   

・この構造補強案は、ある程度の変形を許  

∴ 

I I l  

惜僻した酢満場   

（3）岩神の飛石整備事業  

岩神の飛石の鼎暁喪僻事業は、昭和51年度   

に囲柵・標識及び説明板設置工事が行われたの   

みで、その後、30年以上常備事業はされてお   

らず、飛石周辺及び本体にも樹木等が繁茂し、   

囲柵も老朽化が進んでいた。また、飛石本体に   

は東西に走る大きなクラックがあり、平成23   

年3月11日の東日本大災以来、地元において   

も影響が出ているのではないかという心配も   
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出ていため、文化財の保全及び環境型惜のため   

に調査・整備等が急がれる状況にあったため本   

事業を実施した。  

【事業の概要】   

事業主体  前橋市   

事業名  天然記念物岩神の飛石史跡等登  

録記念物歴史の道保存幣僻事業   

事業費  4，250，000円   

実施期間  平成25年5月15日  

～平成26年3月31日   

実施方法 国、群馬県からの補助金を受け、  

文化財の修理に精通した業者と工  

事請負契約を締結し実施っ   

工事内容 ・樹木伐採等整備（周辺樹木の伐  

採及び強勢定）  

・囲柵撤去及び設置工事  

・飛石測盈委託及び巨岩隙間幅の  

定点設置と測量  

・岩石成分調査委託  

なお、周辺環境の整備や保存管理計画策定   

などの諸整備事業を実施するにあたり有効且   

つ円滑に行うため、本事業では有識者による   

委員会を設立し、指導助言をいただきながら   

事業を実施した。  

【参考】  

（環境鰹備委員）   

野村哲委員、梅澤重昭委員、片山満秋委員   

小池洋七委員、瀬尾茂委員  

（指導助言）   

文化庁桂主任調査官、県教委田島指導主事   

県自然史博物館菅原学芸員  

（開催会議〕   

○第1回国指定天然記念物「岩神の飛石」   

環境整備委員会議（平成25年8月20日   

実施）   

○第2回国指定天然記念物「岩神の飛石」   

環境整備委員会議（平成26年2月25   

日実施）   

（4）購城跡通路整備  

本丸周辺に設置されている木製階段が経年   

劣化により抱壊しているため、既設階段を惜復  

するとともに城内に通路を卑斬肯した。階段は4  

箇所（本丸東側・本丸西側・二の丸東側・本丸   

北側）に改修・設置した。また通路は本丸の北・  

東・南側の堀内に設樫して、見学者の利便性を   

図った。階段の踏面および通路には、現状の遺  

構上面に盛土することにより過構の保全を図   

った。  

本丸と二の丸をつなぐ階段  

（5）保存修理事業   

① 上野総社神社保存修理草葉  

＜本殿＞  

本殿屋根のこけら葺きの損耗が碑背で  

あることや壁画の剥落等の劣化が生じて  

いることから補修を行ったもので、5年計  

画事業の5年目である。  

ア 工岳概要  

仮設⊥蕃、塗装工事、金具工事、雑工事  

イ 事業費  13，334，950円  

（内訳）  

県補助金   9，333，000円  

市負粗食  2，000，000円  

完成した本殿   

（6）その他史跡に関わる保存修理事業   

① 八幡山古墳外柵改修工事  

外柵が経年劣化により腐食、折損の箇所が  

あるため、補修を行うもので、3年計画事業  

の2年目である。  

今年度は、両脚1及び南西の一部分を撤去し、   
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134．5mの外柵を設置した。  

事業費  1，722，000円  

（市単独費）  

設置した説明板  

設置された外柵  

その他の簡易修粁等  
3 普及事業  

（1）前橋市・高崎市道班文化財展  

柿析・高崎逆鞘文化財活用事業として、両  

市の所有する文化財を広く紹介することによ  

り、文化財の共有化と市民相互の文化謡撒の  

向上や、文化財への理解に寄与することを目  

的として、文化財撰「東国千年の都」を開催  

した。また昨年度より引き続き、両市の会場  

にてミニ講演会を開催した。  

①展示テーマ  

東国千年の都『前橋・高崎の弥生時代－  

2000年前の開拓者たち－』  

今年度は弥生時代をテーマとした。弥生時  

代は稲作が始まり、新たに水田を切り開く「開  

拓の時代」であった。前橋・高崎両市の弥生  

時代の迫跡の動向を探り、やがて迎える古墳  

時代の幕開けまで、両市の先人たちがどのよ  

うに開拓をしてきたかを代表的な通称の出土  

品を通して考える構成とした。  

②期日・会場  

・前樺会場 平成26年1月8日～14日  

前橋プラザ元気211階にぎわいホール  

・高崎会場 平成26年1月18日～27日  

高崎シティギャラリー2階第6展示室  

③開催結果  

総計4，360人に来場いただき、うち  

前橋会場では3，219人だった。また前  

橋会場でのアンケート結果では、この文化  

財展の威徳として「おもしろい」89．5％、  

「興味深い企画だ」91．3％、「展示され  

ていた遺跡を訪ねてみたい」88．1％、「も  

っと続けてほしい」92．2％（回答者2  

19人）と好評を得た。   

修 繕 名   金 額   

石製道標撤去   99，750円   

臨江閣建仁寺墳修繕（酪J、規脚朗鞠   367，500円   

臨江閣耐値惜緋僻急′ト規模幡牌）   80，850円   

臨江閣自明修繕   65，100円   

臨江閣2階大広間不点点横倍循   12，600円   

臨江閣雨樋撤去ほか（腎杏樹潮   388，500円   

（7）指定文化財説明板等の整備  

説明板の設置及び劣化により読めなくなっ   

た箇所の標柱、説明板の書替を行った。  

ア 工事概要   

（設置：15箇所）  

○石造地蔵菩薩坐憮○亀里町阿内宿の石睡  

○堀下の仏馳群○市造薬師三申立像○青巨性  

寺の石睡○荒子杉山古墳○春日神社のケヤ  

キ○植野稲荷神社太々神楽附面4点・衣装3  

点○立石諏訪神社の獅子舞○井出上神社の  

シイ○前摘藩主松平家奉納能装束一式・前橋  

藩主松平家陣羽織・前怖借主松平家軍配（東  

照宮）○産泰神社四棟（本殿、幣殿、拝殿、神  

門、境内地）・産泰神社太々神楽・産泰神社  

八種鏡（産泰神社）○赤城寺の石睡・赤城寺  

の種子十三仏塔・北爪将監の供養塔（赤城寺）  

○不二山古墳0大童公園のコナラ   

（書替：3箇所）  

堀下の仏像群標柱○春日神社のケヤキ標柱  

○横室の大カヤ説明板  

イ 事業費  

説明板設置〔教育振興基金活用）  

5，827，500円  

標柱等書替（市単独費）  

163，800円  
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（2）第41回前橋市郷土芸能大会   

① 日 時 平成25年11月16日（土）   

② 会 場 前怖市民文化会館 小ホール   

③ 内 容  

前橋市内から出演の5団体に近隣市町  

村からの招待団体を加えた計6団体の公演  

を行った。近隣市町村からの招待は、団体  

同士の交流と研研を目的に始められ恒例と  

なっているが、今回は伊勢崎市より「上州  

国定睦」に出演いただいた。  

もう一つの恒例となっている抽選会も実  

施した。これは余興的な催しである一方、  

より多くの方に来場いただき、最後の公演  

まで活気を持たせるねらいで実施している。  

市内外20の企業・団体からご協賛を頂き、  

盛大に開催することができた。さらに、マ   

スコミ各社の後援協力を頂き、広報活動も積   

極的に行った。（延べ500名入場）大会全   

体の所要時間は、各出演団体の協力により、   

ほを蔀寺問通りに進めることができた。今後も、   

より充実した大会を目指し、工夫と努力を重   

ねたい。  

（3）普及啓発  

（∋ 文イヒ財探訪  

この事業は、前橋市内にある文化財や施設   

の見学を通じて、市民の方々の生涯学習に役   

立て、文化財の意義・保讃管理の大切さの理   

解を深めることを目的に、平成15年度より   

開始した。平成25年度の第1回目は、5月   

に粕川地区を訪問した。女渕城跡、月田近戸   

神社、膵城跡笥全6箇所をめぐった。第2回   

目は、11月に大童古墳群をめぐり、開催中   

のイベント「古代東国文化サミット」を観覧   

した。地元を知ることができる毘重な体験を   

することができた。  

〈第1回目〉   

目 時 5月24日（金）  

13時～17時15分  

案 内 文化肘†珊 小島補佐  
参加者：17孝．  

コース：まえばしの文化財めぐり 粕川地区  

三ヶ尻の宝塔→三ヶ尻双怖道祖神→女渕城跡→  

月田近戸神社→膳城跡→粕川歴史民俗資料館  

郷土芸能の名称  保 存 会 名  所在地  

飯玉神社   後閑町飯玉神社  後閑町   

太々神楽   御神楽保存会   

稲荷肺節   泉沢町  泉沢町   

郷土芸能保存会  

正調八木節   上州国定睦   伊勢崎市  

田部井上区   

上泉の獅子舞   上泉獅子舞保存  

上州桂会の   上州桂会・祭りば  東片貝町   

屋台ばやし  やし愛好会   

二宮赤城神社   二之宮町   二之宮町   

太々神楽   無形文化財保存  

月田近戸神社での見学風発  

〈第2回目〉  

日 時11月24日（目）  

9時30分～12時  

案 内 大童古墳の語り部  

参加者19名  

コース：まえばしの文化財めぐり   

大童古墳群・古代東国文化サミット   

前二子古墳→中二子宙岨→債二子占墳・小二子   

古墳   

公揃の一場面  
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③ 出張授業・出前講座  

○出張陵業「おもしろ文化財敬重」  

小中学校の社会科や総合的な学習の時間  

などにおいて、木誰I他貝が講師として授業  

を行うものである。依頼を受けた、学校の  

担当教諭と事前打ち合わせを行い、その中  

で、授業のねらいや留意点などをできるだ  

け詳細に確認し、児童・生徒たちにとって  

充実感・題成感のある授業をめざし実施し  

た。今年度は、延べ11校797名に対応  

した。  

《栗栖概要一覧》  大童古墳での見学J軋果   

② 文化財解説ボランティア養成講座   

「ふるさとの語り部養成講座」  

平成23～24年度にかけて文化財講座   

を開催し、多くの方に参加していただいた。   

講座の参加者は、歴史への関心が非常に高   

く、また講座等を通じて研粁を積んでおり、   

郷土の魅力を伝えることのできる人的資産   

である。平成25年度はこれまでより一段   

階ステップアップした講座とし、参加者の   

本市文化財の知識をさらに高めるとともに、   

他の市民や本市廉訪者に対して、文化財解   

説ボランティアとしてその知識を還元する   

人材を育成することを目的として開講した。   

過年度の講座受講生のうち、参加回数の多   

かった受郡長生に対して井境遇知を送付し、   

申込者数は20名であった。5月のオリエ   

ンテーションから始まり、外部講師を含む   

講義や、「グループ検討」、受弼生同士で文   

化財解説を行う「文化担瑚牢説演習」などを   

通して、10月には受講生が解説ボランテ   

ィアとなる文化財めぐり（「文化財解説実   

習」）を開催することができた。平成26年   

3月2日には修了式を行い、19名が修了   

証杏を受けた。また修了式にて受講生と意   

見交換を行い、本受訴生を核として文化財   

解説ボランティア団体を設立することとな   

り、平成26年度より活動することとなっ   

た。  

実施日  学校名 学年  実施内容（尭晦場所）   

4／26  桃瀬小6年  古瑞椀及び勾玉体験   

5／21  広析小6年  土器つくり   

6／12  滝窪小6年  土器つくり   

外部講師（原田さん）  

1／17  大胡小3年  昔のくらし・道具  

粕川歴史民俗資料館   

1／31  滝窪小3年  昔のくらし・道具  

粕川歴史民俗資料館  2／13  大胡東小3年  昔のくらし・道具 粕川歴史民俗資料館   

○出前講座（生涯学習吉桐喋）   

今年度の実施状況は以下の通り。  

i．「明治のイギリス外交により見出され  

た大室古墳群」  

希望なし   

止．「古代の東国に咲いた華 山王廃寺」  

1団体 18名   

嵐解明！古代前橋の中心「推定上野国府跡」  

4団体 141名   

山．「文化財のあらましと保護行政について」  

希望なし   

なお、その他事項として「公民館連＃肺粟」   

に関連するものとして明寿大学への講師派避   

依頼があった。  

講義名 ■前橋の歴史を遡る  

実施日 平成26年1月27日  

場 所 中央公民館  

受訴数  400名   
文化出棺説実習の様子  

－15 －  



④ 職場体験学習   

今年度は、3件の依頼があった。そのうち  

1件は高校からの依頼を受け入れた。実施概  

要は以下の通り。  

09／10～9／12   

桂萱中学校 第2学年   6名  

010／1～10／3   

第五中学校 第2学年  2名．  

010／22～10／25   

群馬県立前橋商業高等学校  

第1学年 10名   

⑤ 文化財質料の貸出   

出版社等からの依頼を受け、写真資料の貸  

し出しを行なった。主な貸出しは以下の通り。  

前椅市組合福祉会館2階多目的ホール  

・参加者数  

011／24   

～ググっと  

（県・県教委  

・開催墟所  

・参加者数  

約200名  

第2回古代東国文化サミット  

ぐんま・大童古墳フェスタ～  

・前橋市共同開催）  

大室公園  

約25，000人  

貸し出し資料   貸し出し先   

前橋城遭跡Ⅱの絵図   ㈱上毛新聞社   

山王廃寺の放光寺瓦と熱性  ㈱上毛新聞   

の写真画像   

前二子古墳糀穴式石室の写  読売新聞社   

真南憤   

跡）、許慣：b式土器（愛宕山   

前橋八幡山古墳の空掃写   

山王廃寺の刻書瓦、塔心礎、  大田原市教育委   

石製鵬尾、伽藍推定復元図  員会   

の写真師憬   

白辟古墳群の馬形埴輪   群馬県生活文化   

（P－6、V－4早暁出土）   部文化振興課   

古代東国文化サミットの様子   

（5）大室古墳群市民ボランティア解説員の   

活動（大童古墳の語り部）  

一般市民の視点に立った文化財・史跡の   

普及活用を目指して発足し8年目となった。   

ボランティアは9名、ほとんどが地元在住   

の市民で活動している。  

春から秋にかけての定例説明会（古墳案   

内）。また、団体・個人から見学依頼を受け   

て行う案内。他に、大童イベントへの協力。   

／ト学生の夏休み期間にあわせて、まが玉づ   

くり教室を開催するなど、今年も積極的な   

活動を行った。定例説明会は、「広報まえば   

し」や市ホームページでの広報も行い、市   

民に活動をアピールしている。  

また、年度末には総会を開催し、翌年度   

の総括と来年度へ向けての活動計両を検討   

した。さらに、野外研修として、市外の史   

跡や解説団体（施設）を見学し資質向上に   

努めている。   

① 定例活動（古墳寮内等）   

（5月～11月の主に第1土曜日）   

9時30分から11時頃まで受付、民家園を   

集合・出発場所として開催。希望者が集まり   

次第、人数に応じてグループに分けするなど   

して案内。→周・時間程度、大童古墳肝公開   

イベントや小学生の夏休み特別教室に合わ   

せても実施している。  

見学者 計125名   

（4）大童古墳群公開普及イベント2013  

平成16年度の大書古墳群華備事業終了   

後、前二子古墳石室復原市民プロジェクトや   

「大童古墳の語り部」による案内活動、公開   

イベン トなどを実施して、地域と結び付いた   

歴史遺産の活用促進と文化財愛護精神の高   

揚を図っている。平成25年度は群馬県で実   

施している第2回古代東国文化サミットと   

の共同開催とし、古墳めぐりや体験活動、遺   

物展示に加えて、観光部局を含めたイベント   

を実施した。また関連イベントとして、シン   

ポジウムや古墳関連の展示会（群馬県教育費   

員会圭僻事兼）を開催した。   

011／2 古代東国文化シンポジウム  

（肺馬県・前借市共同開催）   

・企画名「東アジアから見た前二子古墳J   

・開催場所  
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② 学校・一般団体等の案内   

6団体へ実施   見学者 計 272名  

設置された標柱   

（7） 文化財調査事菓   

① 山車・屋台総合調査  

報告書作成亡作成費託〕  

本年度は報告書作成のみ。委託先は朝  

日印刷工罪株式会社，  

（委託期間）  

平成25年11月11日  

～平成26年3月13日  

〔仕様概要）  

A4判  部数 300部  

頁数 表紙＋見返し（印刷なし）＋扉  

＋口絵8P＋本文約100頁  

色数 オールカラー  

製本 あじろ製本  

表紙 マットPP加工   

古墳案内の様子〈東国文化サミットにて〉   

③ 研修会   

市観光ボランティア会の研修のほか、会員  

で史跡や席史施設の見学・研修を行っている。  

本年度は、埼玉県行田市方面を訪れ、史跡や  

案内の手法について学んだ。  

即外研睦（さきたま古墳踊）  

（6）文イ妨オ保存団体への育成補助   

総社地区および荒砥地区において、その地  

内に残る文化財の説明板や標柱の設置を継続   

的に行っている団体や、市内各所で活動して  

いる郷土芸能保存団体に補助金を交付した。   

また、県指定文化財「上野総社神社本殿」、  

市指定文化財「松平大和守家歴代津童画傲1   

0幅」に関して、参拝者や見学者の安全の確  

保や文化財の保存と継承を目的として、補助  

事業での助成を行った。交付対象団体は、以   

下の通りである。   

○前橋市郷土芸能連絡協議会   

○宗教班人 掩杜神社   

○宗教法人 孝蹄寺   

○二之宮町無形文化財保存会   

○飛砥史談会   

○大胡歴史研究会   

○総社地区史跡愛存会  
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第3章 埋蔵文化財発掘調査事業   

1 埋蔵文化財発掘調査事業  

（1）平成25年度の埋蔵文化財事業をふりかえって  

1）発掘調査事業   

詳細は、平成25年度埋蔵文化財調査事業一覧表  

に掲載した通りである。発掘調査業務31件であっ  

た。内訳は、直営事業14、委託事業8、民民事業  

9である。発掘調査総面積は39，14111fで、直営  

11，113汀f、委託4，240rげ、民民23，788rげであっ  

た。  

（D 上野国府跡   

平成23～27年度までの5カ年計画で上野国府  

範囲確認調査を開始し、3年目の折り返しにあた  

る。現在、元総社蒼海地区の区画整理事業が進行  

中であるが、それに伴い区画整理地内に約10，000  

ポの公園の設置が予定されている。仮に区画整理  

地内で国庁跡が発見されれば、この公園予定地を  

充当でき保存・活用が図っていける。   

25年度の調査は総社神社境内、元総社小学校校  

庭、東山道駅路推定地の調査を進めた。本来は国  

庁推定地B案である蒼海城の本丸を予定していた  

が諸般の事情で変更となった。   

元総社小学校校庭遺跡では1962・1963年の発  

掘調査で2×5間と2×4間の掘立柱建物跡が検  

出されている（注1）。また隣接する牛池川河川改  

修調査では、木製人形7点、「国厨」、「厨」、「曹  

司」などの墨書土器が出土している（注2）。今回  

の調査では、校庭の西側から幅3mの区画溝が検  

出され、公的に使用したと考えられる什器類がま  

とまって出土した。この土器には「本」（たてまつ  

る）、「大家」（おおやけ）の墨書が残っていた。東  

山道駅路については調査地の残りが極めて悪かっ  

たため、残りの良い地点をねらって調査を進める  

必要がある。  

② 元総社蒼海遺跡群（51）～（68）、（72）、（73）   

（57）からすでに数多く検出されている As－B  

降下以前の大溝が検出された。これらの大溝は昭  

和57年度に調査された閑泉樋遺跡で初めて認識  

された大浦と類似するもので既に元総社地区から  

は発端となった閑泉樋遺跡（1983）を始め、閑泉  

明神北遺跡、寺田遺跡、元総社明神遺跡Ⅲ、元総  

社蒼海遺跡群Ⅰ～Ⅳ、元総社蒼海遺跡群（3）、（7）、  

（9・10）、（14・19）、（36）、（57～59）で検出されて  

いる（注3）。いずれも上幅4～6mで深さは1～  

2mで上部にAs－B層を堆積している。但し方位は  

南北、東西方向のほか斜めのものもある。上野国  

府に関連する時期であるが、機能的にも上野国府  

に関連するかは今後の分析に委ねたい。   

（60）では7世紀前半の10mに近い大型住居が  

検出され、この主軸方向と平行してAs－B層を堆積  

する区画構が検出された。上野国府に関連する時  

期のもので注意を要する。（62）では古墳時代前  

期の前方後方型方形周溝墓が検出された。過去の  

調査で1基検出されており、ここ一帯に方形周構  

墓群の存在が推定される。さらに古墳時代中期か  

ら後期の住居址が10軒検出されている。牛池川右  

岸一帯には古墳時代中期から後期にかけての集落  

が存在する。元総社明神遺跡Ⅴは本遺跡から南方  

100mに存在し、ここから居館遺構が検出されてい  

る。上野国府の成立を考える上で極めて示唆に富  

むものである。  

③ 朝倉工業団地遺跡群No．6   

As－B下の水田跡17 区画が検出された。Hr－FA  

下の水田跡は残りが悪いため、部分的な検出に留  

まった。  

④ 川曲阿弥陀西遺跡No．2   

As1B下の良好な水田跡が残っていた。条里地割  

の大畦畔が東西、南北とも検出され、中央に水路  

を持ち、多数の水口を設けるなど特異性が認めら  

れた。  

⑤元総社早道乙遺跡   

調査の結果、古墳時代から平安時代までの住居  

が10軒調査された。この中から焼土を持つ住居  

は生産遺構に関連するものと思われる。  

⑥西新井遺跡   

広瀬川低地帯に存在する本遺跡は東京大学大学  

院設楽博巳教授によって昭和30年代から表面採  

集が行なわれ、縄文時代晩期の有数な遺跡として  

認定されていた。今回の調査区は包含層がなくな  

るあたりにあたったため遺物出土量は少なかった。  

しかし、縄文時代晩期の土器片や石嫉、遮光器土  

偶の胴部と思われる良好な資料が出土した。今後  

本市の縄文時代を考える上で貴重な資料となる。  

⑦元総社落合遺跡   

調査の結果、平安時代までの住居が8軒調査さ  

れた。密集した集落が広範囲に広がることが判明  

した。  

⑧南部拠点地区遺跡群   

すでに開発が済んだA区とB区の西側であるC  
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区について試掘調査を延長4，972mにわたって実  

施した。大部分から平安時代の水田跡が検出され  

た。この結果を受け、3地区の調査が展開された。  

更にイケアが出店するエリアを2地区に分けて調  

査中である。本区域全域に平安時代の水田跡が広  

がることが判明した。  

⑨横室田中道跡No．2  

調査の結果、古墳時代の住居が4軒調査された。  

いずれも深い掘り込みを有する住居であり、コー  

ナー部が隅丸に形成される特徴がある。  

2）台帳整備事業   

すでに刊行された『前橋市遺跡分布地図』をベ  

ースに群馬県教育委員会文化財保護課運用の Web  

版遺跡地図『マッピングぐんま』の改訂を申請中  

である。平成26年度中には更新作業が済み供用開  

始となる。   

遺跡範囲については今までの範囲をはるかに超  

えたものとなっており、法93・94条の届出件数が  

かなり増加してくるため、受付事務の強化を図る  

ことと、遺跡地図の上半期、下半期での改訂作業  

が必要となる。  

3）資料整備事業  

普及関係 学校向け埋蔵文化財普及パンフレット  

『い・せ・きワールドin前橋2014』（カラー印刷、  

A4判4頁、7000部作成）を刊行し、市内小学校高  

学年に配布したほか、公民館等の公共施設書架に  

も配布した。   

『朝倉広瀬古墳群』のカラーパンフレット（A4  

判16頁、4000部作成）を作成し、市内公民館や  

公共施設に配布するととも地元の上川淵公民館や  

上川淵地区郷土民俗資料館ではパンフレットを使  

用した見学会を数度に亘って実施している。  

資料整備 見学対応の多い市内出土の重要遺物を  

志賀昆虫製の標本箱に整理を行なった。今回整備  

の対象とした遺物は、前二子古墳・後二子古墳・  

小二子古墳の装身具や金属製品、頭無遺跡細石刃  

文化石器群、芳見沢遺跡細石刃文化石器群、鳥取  

福蔵寺遺跡細石刃文化石器群、横俵遺跡群ナイフ  

形石器石器群、内堀遺跡群Ⅸ台形様石器群、堀越  

甲真木B地点遺跡ナイフ形石器群、山王廃寺金属  

製品や緑粕、三彩陶器等の資料である。  

展示 展示については、前橋・高崎連携文化財展、  

文化財保護課庁舎玄関展示、市内公民館のほか市  

内小学校、けやきウオーク、サンデンフォレスト  

などの出土資料の貸出や展示替えを行なった。  

報告書作成 平成25年11月2日に総合福祉会館  

で開催した『東アジアから見た前二子古墳記録  

集・資料集』（群馬県文化振興課発行、A4判210  

頁）（注4）の原稿作成と編集作業を行なった。明  

治11年に前二子古墳と後二子古墳の石室から副  

葬品が出土した。地元の大室神社宝物殿に鏡や玉  

類などいくつかの出土品を除いて大方の資料が保  

存されてきた。今回公表のため掲載した357点に  

およんでいる。明治11年3月に調査してからすで  

に130年が経過したが、今回の作業によって公表  

することが可能となった。   

さらに、平成4年の石室調査や平成14年に史跡  

整備に伴う調査で出土した資料も再録を行なった。  

平成4年出土の双葉剣菱形杏葉についても新たな  

破片から福井県十善の森古墳の双葉剣菱形杏葉に  

類似する形態であることが判明した。平成14年度  

の資料を再整理した結果、雲母片が 4片検出され  

た。高崎市井出二子山古墳例を含めて国内では10  

例、韓国慶州の天馬塚、飾履塚、金鈴塚など12  

例程度が知られているに過ぎなく、韓国慶州との  

深い関係が指摘されているものである。  

遺物整理 過年度未整理遺跡である頭無遺跡と柳  

久保遺跡の縄文時代石器250点の図化を行なった。  

このほか堀越甲真木B地点遺跡の石器の器種、重  

量計測、石材などについて分類し台帳を作成し、  

平成26年度の整理作業に備えた。   

また、右島和夫氏が編集する王山古墳発掘調査  

報告書作成作業についても協力をした。  

4）開発に伴う事前協議   

開発に伴う事前協議が合併による市域の拡大に  

伴い増加の一途を辿っている。月平均200件以上、  

年間にして2，500件もの協議に対応した。このう  

ち1，000nfを超える大規模な開発や周知の遺跡に  

隣接するもの、上野国府や山王廃寺、古墳など重  

要遺跡については試掘調査を行った。試掘件数49  

件であり、このうち調査に移行したものは9件を  

超えた。このほか立会調査が19件であった。   

今後、開発協議に迅速に対応するために、遺跡  

地図の逐次更新とGIS活用を早急に進める必要  

がある。  

参考文献  

注1）1986松島柴治「元総社小校庭遺跡」『群馬県史資料編2』  

注2）前埋文1986『元総社明神遺跡Ⅷ』と群埋文1996『元総  

社寺田遺跡Ⅲ』注3）前教委1983「閑泉樋遺跡」文化財調査  

報告書第13集・前埋文1986『寺田遺跡』・前教委1984『元総  

社明神遺跡Ⅱ』・前埋文1986『元総社明神遺跡Ⅲ・Ⅳ』・前埋  

文1986『元総社明神遺跡Ⅷ』・前教委2005『元総社蒼海（3）』  

前教委2006『元総社蒼海（7）』・前教委2007『元総社蒼海（9・  

10）』・前教委2008『元総社蒼海（14・19）』・前教委2011『元  

総社蒼海（36）』・前教委2014『元総社蒼海（57～59）』注4）  

群馬歴史文化遺産発掘活用発信実行員会2014『東アジアから  

見た前二子古墳記録集・資料集』  

ー19 柵   



（2）平成25年度 埋蔵文化財発掘調査一覧表  

N仇■l  遺 跡 名  ■ 1 ふりがな    lコード  」 代表地番 一 面積  方式】調査原因  調査期間   
洞囲容確調 

2  元総社蒼テ毎遺跡群（51）   もとそうじやおうみ  25A149  元総社町1715－4   

3  元総社蒼海遺跡群（52）   もとそうじゃおうみ  25A150  元総社町1567し3   25／7／l～25／11／27   

25／7／】～25／1】／27   

6  元総社蒼海遺跡群（55）   

7  元総社蒼海遺跡群（56）   もとそうじやおうみ  25A155  総社町総社3116－1   26  直営  区画整理   25／9／10～25／12／LO   

もとそうじゃおうみ  25A156  元総社町1920   330  委託  区画整理   25／1】／25～26／l／3】   

9  元総社蒼海遺跡群（58）   
8  元総社蒼海遺跡群（57）  

もとそうじゃおうみ  25A157  元総社町1914－5   700  委託  区画整理   25ハl／25～26／1／3】   

10  元総社蒼海遺跡群（59）   もとそうじゃおうみ  25A158  元総社町144520   270  委託  区画整理   25／11／25～26／】／3l  

円  元総社蒼海遺跡群（60）   もとそうじゃおうみ  25A159  j元総社町1351－1   1，190  委託  区画整理   25／】2／3～26／2／13  

12  元総社蒼海遺跡群（61）   もとそうじゃおうみ  25A160  総社町総社31143   616  直営  区画整理   25／9／】0～25／12／10   

13  元総社蒼海遺跡群（62）   もとそうじゃおうみ  25A161  元総社町360011   110  委託  区画整理  26／L／l車、26／3／26   

14  元総社蒼海遺跡群（63）   もとそうじやおうみ  25A162  元総社町3598－4   230  委託  区画整理   26／l／1小－26／3／26   

15  元総社蒼海遺跡群（64）   

16  元総社蒼海遺跡群（65）   910  委託  区画整理  26／l／22・～26／3／26   

17  元総社蒼海遺跡群（66）   155  直営  区画整理   25／7／1′、一25／11／27   

18  元総社蒼海遺跡群（67）   

19  元総社蒼海遺跡群（68）   

23  元総社蒼海遺跡群（72）   25／9ハ0～25／12／】0   

24  元総社蒼海遺跡群（73）   

25  朝倉工業団地遺跡群No．6  あさくらこうぎょう た  25G79  下佐鳥町10032   652  民民  倉庫新築   25／5／20～25／9／30   

26  川曲阿弥陀西遺跡No．2   かわまがりあみだに  し   25A148l  川曲町3561   5，329  民民  店舗新築   25／8／7～25／9／20  

27  元総社早道乙追跡   もとそうじゃはやみ ちおつ  25A152  元総社町866－1   408  民民  造成工事   25／8／19～25／8／30   

28  西新井遺跡   にしあらい   

29  元総社落合遺跡   もとそうじゃおちあ しヽ  25A170  元総社町7211  36  民民  施設新築   26／3／18～26／3／29   

30  南部拠点地区遺跡群試掘調査  なんぷきょてんちく いせきぐん   25G80  鶴光路町1212はか   8，660  直営  区画整理  25／7／3～25／8／30   

31  南部拠点地区遺跡群No．7  なんぷきょてんちく いせきぐん  25G81  鶴光路町1212  5，850  民民  区画整理  25／】1ハ8～26／】／22   
32  南部拠点地区遺跡群No．8   なんぷきよてんちく いせきぐん  25G82  亀里町943－2   

34  横室田中遺跡No．2   よこむろたなか  25L2  富士見町横重667   140  民民  造成工事   26／3／】7～26／3／28   

（3）平成25年度 埋蔵文化財報告書一覧表  

No．   報 告 書 名  

田  元総社蒼海遺跡群（56）（61）（72）（73）   

6  推定上野国府   

ロ  前箱田村西Ⅲ遺跡   前箱田村西遺跡  前橋市教育委員会   2013．4．26  

8  上佐島中原前Ⅲ遺跡   上佐鳥中原前遺跡  前橋市教育委員会   2013．5．30  

9  朝倉工業国地遺跡群No．2   朝倉工業団地遺跡  前橋市教育委員会  2013．8．30  

10  朝倉工業団地遺跡群No．5   朝倉工業団地遺跡   

四  朝倉工業団地遺跡群No．6   朝倉工業団地遺跡   

12  川曲阿弥陀西遺跡No．2   川曲阿弥陀西遺跡  前橋市教育委員会   2013．12．27  

13  南部拠点地区遺跡群恥．7   南部拠点地区遺跡群  前橋市教育委員会   2014．3．26  

14  南部拠点地区遺跡群No．8   南部拠点地区遺跡群  前橋市教育委員会   2014．3．26  

15  南部拠点地区遺跡群No．9   南部拠点地区遺跡群  前橋市教育委員会   2014．3．26  

16  元総社早道乙遺跡   元総社蒼海遺跡群  前橋市教育委員会  2014．3．31  

17  六供遺跡群眈．7   六供遺跡群   前橋市教育委員会   2013．2．28  H25記載漏れ   
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平成25年度 試掘調査一覧表  

所在地  開発面積ポ    ； 開発原因  ■  調査年月日  調 査 結 果   

ロ  青柳町  2，213．47   宅地造成   4月10日  遺構の検出なし。須恵器片、中世陶磁器片   

2  六供町  1，300．00   土地区画整理   4月17日  時期不詳情跡、土器片古墳時代土師片   

3  稲荷新田町  3，894．15   宅地造成   4月24日  時期不詳構跡、土器片古墳時代土師片   

4  稲荷新田町  5，908．04   道路築造   5月9日  平安時代水田跡   

5  富田町  1，277．00   病院建設   5月13日  埋蔵文化財検出なし   

6  富士見町時沢  2，831．00   有料老人ホーム建設   5月28日  古墳・平安時代住居跡、古墳時代土師器・須恵器   

7  下細井町  4，939．44   宅地造成   6月5日  遺構の検出なし。古墳時代土師器片   

8   堀越町  2，314．00   有料老人ホーム建設   6月11日  古墳・平安時代住居跡等、土器片   

9   二之宮町  1．937．00   有料老人ホーム建設   6月13日  埋蔵文化財検出なし   

10  朝倉町  4，506．00   保育園建設   6月17日  古墳時代水田跡、構跡時期不詳構跡等、土器片   

ロ  大前田町  4，400．00   道路築造   6月20日  埋蔵文化財検出なし   

12  前箱田町二丁目  280．82   個人住宅建設   6月21日  埋蔵文化財検出なし   

6月27日  時期不詳構跡   

15  堀越町  4．842．00   露天資材置場整地   6月28日  埋蔵文化財検出なし   

16  荒井町  22，574．68   医療施設建設   7月2日～7月4日  近代構跡、縄文時代土器片   

17  青梨子町  1．727．00   障害福祉サービス事業所   7月24日  平安時代構跡   

18  荻窪町、上泉町  15，000．00   道路   8月1日  新田塚古墳周濠   

19  粕川町女渕  3，797．06   小学校校舎建設   8月6日～8月7日  遺構の検出なし。古墳時代土師器片少量   

20  北代田町  1，939．00   店舗建設   8月13日  埋蔵文化財検出なし   

21  河原浜町  1．700．00   道路築造   8月27日  埋蔵文化財検出なし   

22  市之関町  2，000．00   道路築造   8月27日  平安時代水田跡   

1，467．00   アパート建設  9月4日  

西大室町  434．28   鉄塔建設   9月10日～9月11日   

25  樋越町  司 ∃  富士見町時沢  2，517．47   宅地造成   9月18日  埋蔵文化財検出なし   

力丸町  2．876．00   店舗建設   9月25日  遺構の検出なし。土師器片極少量   

27  元総社町  1，497．00   土地区画整理   10月2日～10月3日  平安時代住居跡、中世構跡等、土師器片、須恵器片   

28  元総社町二丁目  538．00   保育園建設   10月8日  遺構の検出なし。平安時代土師器片   

1，643．03   デイサービスセンター等建設   10月17日  埋蔵文化財検出なし  

11．50   携帯基地局建設   10月22日  埋蔵文化財検出なし   

966．00   アパート建設   10月24日  古墳・平安時代住居跡、土師器片、須恵器片   

1，296．34   障害福祉サービス事業所   10月29日  埋蔵文化財検出なし   

8，600．00   道路改良   11月5日  埋蔵文化財検出なし   

34  富士見町横室  990・00   鉄塔建設   11月6日～11月7日  遺構の検出なし。縄文・古墳時代土器片   

35  小相木町   8，638．89  宅地造成   12月4日～12月5日  遺構の検出なし。土師片   

36  富士見町横室   1，301．00  宅地造成   12月11日  

37  763．22   老人ホーム等建設   12月12日   

38  元総社町   615．64  老人ホーム等建設   

39  総社町総社   826．00  保育園建設   12月25日  埋蔵文化財検出なし   

40  下大屋町   786．00  鉄塔建設   1月23日～1月24日  構跡、井戸跡   

41  茂木町  2．302．00   宅地造成   1月24日  埋蔵文化財検出なし   

42  元総社町   

43  粕川町女渕  2，106．65  宅地造成   2月12日  埋蔵文化財検出なし   

44  鳥羽町  288・00   貯留浸透施設設置   2月25日  時期不詳構跡、平安時代須恵器   

45  粕川町深津  」   253・25   鉄塔建設   2月27日  遣物包含層、縄文土器   
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46  朝倉町   20，170．00  道路改良   3月4日 ′、3月 6日  中世・近世溝跡、古墳時代土師器片   

47  大手町一丁目   3，502．00  道路改良   3月13日  哩廟文化財検出なし   

48  川曲町   100．00  鉄塔建設   3月13日  埋蔵文化財検出なし   

49  総社町総社   4，072．41  介護老人保健施設増築   3月25日  時期不詳構跡、古墳時代土器片、石器   

平成25年度 立会調査一覧表  

ロ         大胡町   1，187．00  歯科医院建設   5月20日  埋蔵文化財検出なし   

5月21日  埋蔵文化財検出なし   

20．00  浄化槽設置（（輔ヤマト）   6月3日  〈sB、Hr－F〈、As－Cが検出されるも明確な遺構なし   

4  北代田町   5，507．87  宅地造成   

5  粕川町下東田面  個人住宅建設（浄化槽）   7月1日  埋蔵文化財検出なし   

7月26日  平安時代住居跡、土坑、土師器、須恵器   

7  堀越町   2，314．00  有料老人ホーム建設   

8  二之宮町   1，281．13  個人住宅建設   7月30日  埋蔵文化財検出なし   

9  広瀬町一丁目  埋蔵文化財検出なし。8】8年の大地震の地割れ検出   

10  朝倉町   4，506．00  保育園建設   9月24日  古墳時代構跡、土師器片   

凹  小神明町  個人住宅建設（浄化槽）   9月26日  埋蔵文化財検出なし   

12  西片貝町五丁目   1，471．81  宅地造成   9月27日  埋蔵文化財検出なし   

13  小坂子町  走路改良   9月30日  埋蔵文化財検出なし   

14  小神明町   

15  茂木町  

16  粕川町中   2，683．46  店舗建設   

17  高井町一丁目   

18  新堀町  浄化槽設置（みなみモール）   2月25日  埋蔵文化財検出なし   

19  小神明町  個人住宅建設（浄化槽）   3月14日  埋蔵文化財検出なし   
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かった。元総社小学校では、住居跡1軒、溝1条のほか、土坑、ピ  

ットが検出された。特に検出された溝（W－1・引神林）については、  

術約2mで南北の走向を持ち、覆土中から盤・高盤・蓋・杯などの  

須恵器や異色土辞惟・蓋などの国府関連方放で使用されたと考えら  

れる士群群のほか、漆付きの土群や錬渾などの工房開運遺物なども  

出土している。出土した土器畔の中には、「本（奉）」・「大家」と墨  

書された須恵語の椀も含まれていた。  

（D 上野国府等範囲内容確認調査（25A147）  

TL・′li  

■Y血  

山王  

遺跡位置図  

事 業 名 上野国府等範囲内容碓語調査  

所在 地 前橋市元総社町一丁目31番地45ほか  

調査期間 平成25年7月1日から  

平成25年11月27日まで  

担 当 者 阿久搾常和・寺内勝彦  

調査両村 574n盲  

調査の経線 上野国府は前橋市元総社町付近に設置されたと考え  

られているが、その中心地設である国庁は位置のほか、その詳細が  

不明なため、平成23年度から5カ年計画で上野国府の概況を把握  

することを目的とした「範囲聴取嗣査」を行うこととした。本年度  

はその3年次である。  

調査の成果 平成25年度は、絆拙神社・元総社小学校における国  

府閑適施設の確認、区画珊の術語、東山道駅路国府ルートの確認を  

目的として12ケ所のトレンチを設定し調査を行った。  

（1）国府関連施閻の確認鯛査   

元総社明神遺跡、元綺社葬田遭跡、及び元総社小学校校定逝跡の  

発掘調査の成果から、総革相中社、元総社小学校の周辺は国府関連施  

設が存在した可能性が非常に高いと思われるため、脚査を実施  

した。  

墨書土器「本」赤外線写真  

（2）区画鞘の柵認調査  

閑泉樋辿跡、閑泉明神北廼跡、元総社明神遇弧元総社井桁遺跡   

群、推定上野国府1年次調査等で検出されている古代の大横をつな   

ぐと、稚拙‡申社と元紐杜小学校を中心として東西約600m、南北約   

900mの規模で四周することが想定され、この大溝の存在が想定さ   

れるが未だ検出されていない恒：間において、大溝の有無を楯讃する   

調査を実施した。  

天神地区及び釈迦専守充側において実施したが、大溝は検出され   

なかった。   

（3）東山道駅路の碓詔網査  

釈迦尊寺南の用水路沿いに西南西から東北東へ続く市道が、東山   

道駅報国府ルートと考えられている。国府域想定の参考とするため、   

市道に沿って道路遭椚の有無の確認調査を2地点で実施したが、道   

路遺構の検出には至らなかった。   

調査のまとめ   

（1）国府関廻施設の昨語調査  

鞭杜仲社では国府関連追捕を検出できなかったが、社務所額で検   

出された埋捜した牛池川の旧流路の覆土中から、国府関連遺物の円   

面硯の破片等が出土した。  

元祖社小学校で確認された古代の溝は、8世紀代の黒色土塀や須   

恵誰の盤、蓋などが多く出土した点や、過去の調査で同小学校校庭   

から掘立柱建物が2槻された点から、国府関連施設を区画する   

溝であることが推定される。   

（2）区画溝の柵認調査  

今回調査した地点では区阿珊を柵認できなかったことから、区画   

溝の想定ラインを再考する必要がある。   

（3）東山道駅路国府ルートの確認調査  

今回調査した地点では東山道駅路に関連する通用は確認できな   

かったが、想定ルートは、高崎市内で柵捜された間婦遺構の延長上   

にあるため、今後も想定ルート付近で引き続き調査を実施する必要   

がある。  
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黒色土押隠出土状態  

絶社神社では、住居跡2軒、溝1条のほか、土坑・ピット・井  

戸が検出されたが、掘立祉建物跡などの国府関連遺構は検出されな  



② 元総社蒼海遺跡群  

（51）～（55）・（66）～（68）  

（25A149～151、153、154、165～167）  

事業名 元総祉蒼海⊥地区画整理事業  

所在地 前橋市元総社町1732－1他  

調査期間 平成25年7月1日から  

平成25年11月27日まで  

担当者 小峰 篤・渡辺 亮介  

調査面積1，058n了   

蒼海（51）143nf 蒼海（52）16rぱ   

蒼海（53）348rぱ 蒼海（54）78ポ   

蒼海（55）151n了 蒼海（66）155nぜ   

蒼海（67）89nf 蒼海（68）78汀f  

調香経緯   

平成25年6月10日付けで、前橋都  

市計画事業元総社蒼海土地区画整理事  

業に伴う埋蔵文化財発掘調査依頼が前  

橋市より前橋市教育委員会に提出され  

た。協議の結果、前橋市教育委員会直  

営での発掘調査を実施することとなっ  

た。これを受け、7月1日から現地での  

発掘調査を開始した。  

調査成果   

（51）：8世紀代の集落跡で6軒の住  

居跡が検出された。上野国分尼寺跡に  

も近く、螺旋状暗文を有する杯や盤等  

が出土した。  

（53）：古墳時代から平安時代にかけ  

事業名 元総社蒼海土地区画整理事業  

所在地 前橋市元総社町他  

調査期間 平成25年 9月10日から  

平成25年12月10日まで  

担当者 藤坂和延  

調査面積  26nプ（25A155）  

616Ⅰポ（25A160）  

43rぱ（25A171）  

136rげ（25A172）  

調査の経緯 平成25年6月10日付け  

で、前橋都市計画事業元総社蒼海土地  

区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調  

査依頼が前橋市より前橋市教育委員会  

に提出された。協議の結果、前橋市教  

育委員会直営での発掘調査を実施する  

こととなった。これを受け、9月10日  

から現地での発掘調査を開始した。  

調査の成果 （56）・（61）は隣接する調  

査区で、縄文時代の土器片・打製石斧。  

石鍍が出土し、弥生時代の土器片も出  

土した。また、古墳時代から平安時代  

にかけての集落跡も見つかった。同期  

の竪穴住居跡は23軒を数え、竪穴状  

ての住居跡18軒が検出された10世紀  

代の住居跡が8軒で最も多く、羽釜や  

灰粕陶器などが出土した。また、椀型  

揮などの鉄繹が出土しており、鍛冶工  

房跡の存在も推察される。  

元総社蒼海遺跡群（53）全景  
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 蒼海（53）H－12住居跡作業風景  

（55）：住居跡2軒、溝跡2条を検出し  

た。  

（66）：蒼海城の堀と考えられる大溝1  

条、住居跡3軒を検出した。出土遺物  

などから7世紀代の集落跡と考えられ  

る。  

（67）：住居跡3軒、溝跡1条を検出し  

た。長胴嚢や土師器蓋などの生活用具  

を伴う竃が良好な状態で見つかった。  

（68）：住居跡1軒、竪穴状遺構1軒を  

検出した。   

なお、（52）及び（54）では、遺構の検  

出はされなかった。  

遺構6基、構跡2条、土坑5基を検出  

した。古墳時代の方形周溝墓1基も検  

出し、周構内からは土師器・柑も出土  

遺跡位置図  

③ 元総社蒼海遺跡（56）（61）（72）（73）   

（25A155、160、171、172）  

C－1号方形周溝墓  

した。さらに、中世未から近世初頭に  

比定できる土墳墓1基も検出し、「永楽  

通資」・「開元通賛」・「洪武通賛」をは  

じめとする六道銭も出土した。同期の  

遺構はそのほかに井戸1基が検出して  

いる。  

（72）では、調査面積が狭いものの、  

平安時代の竪穴住居跡1軒を検出し、  

住居跡を切る溝跡1条も検出した。  

（73）では、時期不明ではあるが道状  

遺構1条を検出した。   
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跡1条、平安時代の住居跡1軒、中世  

の溝跡7条、柱穴多数、中世以降の竪  

穴状遺構1基、性格不明遺構1基を検  

出している。検出された遺構のうち上  

野国府に関連する大横が注目される。  
大構跡は現状で上幅約4m、下幅約3m  

で断面は箱堀の形態を示している。底  

面は平坦で、顕著な高低差は見られず、  

また、土層観察からは湛水の痕跡は見  

出せなかったことから、日常管理が行  

なわれていた様子が窺われる。底面直  

上の灰粕陶器や羽釜が出土しているこ  

とや覆土の状況から10世紀以前の開削  

は間違いないものと思われる。性格不  

明遺構からは馬の下顎骨が2体分出土  

した。下顎骨以外の部位は無いため、  

意図的に持ち込んだものと思われる。  

④ 元総社蒼海遺跡群（57－58・59）  

（25A156）（25A157）（25A158）  

l  

一＿＿Jニ  冒辟チ苧『軍宗                       ．蓼   

事業名 区画整理事業  

所在地 前橋市元総社町1919－1他  

調査期間 平成25年11月25日から  

平成26年1月31日まで  

担当者 山田誠司（技研コンサル株  

式会社）  

調査面積1300rげ  

調査の経緯 平成25年9月5日付けで、  

前橋都市計画事業元総社蒼海土地区画  

整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査依  

頼が前橋市より提出された。市教育委  

員会では、直営による発掘調査が困難  

であるため、「群馬県内の記録保存を  

目的とする埋蔵文化財の発掘調査にお  

ける民間調査組織導入事務取扱要綱」  

に則り、民間調査組織に業務を委託す  

るよう前橋市に回答した。民間調査組  

織への業務委託について前橋市の合意  

も得られ、市教育委員会の監理、指導  

のもと民間調査組織が発掘調査を実施  

することになった。平成25年11月13  

日付けで前橋市と技研コンサル株式会  

社との間で発掘調査・整理業務委託契  

約を締結し、発掘調査を開始した。  

調査の成果 本遺跡からは古代の大溝  

事業名 区画整理事業  

所在地 前橋市元総社町1309－1他  

調査期間 平成25年12月13日から  
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元総社蒼海遺跡群（58）全景  

’、  

遺跡位置図  

上野国府に関連する大構  

住居跡43軒、溝跡、堀跡、井戸等が検  

出された。遺構のうち7世紀後半から8  

世紀初頭にかけての大型住居跡に注目  

したい。9．5mX9．5mを測る大型住居  

跡の竃は焼土が少なく、床面も堅緻で  

はないため、常時使用とは考えられな  

い。日常雑器とも言うべき土師器碧等  

が少ないことも特徴の一つであり、出  

土遺物の主体を占める須恵器も盤など  

の特殊遣物が含まれており、この大型  

住居跡の特異性を表している。大型住  

居跡と主軸方向を同一にする溝跡が南  

側で検出されており、注意を要したい。  

周辺に所在する元総社蒼海遺跡群（43）  

でも8．6mX9．2mを測る8世紀代の大  

型住居跡が検出され高盤が出土してい  

る。国府域における大型住居跡の分布  

を考える上で重要な遺構といえよう。   

⑤ 元総社蒼海遺跡群（60）（25A159）  

琵芸警琵琵  
平成26年2月13日まで  

前田和昭（技研コンサル株  

1i√－」i二〒≒二十‾  
妻1土 

担当者  t 、－  

式会社）  

調査面積1190rげ  

調査の経緯 平成25年10月23日付け  

で、前橋都市計画事業元総社蒼海土地  

区画整理事業に伴う埋蔵文化財発据調  

査依頼が前橋市より提出された。市教  

育委員会では、直営による発掘調査が  

困難であるため、「群馬県内の記録保  

存を目的とする埋蔵文化財の発掘調査  

における民間調査組織導入事務取扱要  

綱」に則り、民間調査組織に業務を委  

託するよう前橋市に回答した。民間調  

査組織への業務委託について前橋市の  

合意も得られ、市教育委員会の監理、  

指導のもと民間調査組織が発掘調査を  

実施することになった。平成25年11  

月22日付けで前橋市と技研コンサル株  

式会社との間で発掘調査業務委託契約  

を締結し、発掘調査を開始した。  

調査の成果 本遺跡からは平安時代の  

－ 25 一  

調査区全景  

遺跡位置図  



⑥ 元総社蒼海遺跡群（62ト（63）・（64）  

（25A161）（25A162）（25A163）  

事業名 区画整理事業  

所在地 前橋市総社町3600－1他  

調査期間 平成26年1月14日から  

平成26年3月26日まで  

担当者 宇佐美義春（技研コンサル  

株式会社）  

調査面積 840rげ  

調査の経緯 平成25年12月19日付け  

で、前橋都市計画事業元総社蒼海土地  

区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調  

査依頼が前橋市より提出された。市教  

育委員会では、直営による発掘調査が  

困難であるため、「群馬県内の記録保  

存を目的とする埋蔵文化財の発掘調査  

における民間調査組織導入事務取扱要  

綱」に則り、民間調査組織に業務を委  

託するよう前橋市に回答した。民間調  

査組織への業務委託について前橋市の  

合意も得られ、市教育委員会の監理、  

指導のもと民間調査組織が発掘調査を  

実施することになった。平成26年1月  

14日付けで前橋市と技研コンサル株式  

会社との間で発掘調査業務委託契約を  

締結し、発掘調査を開始した。  

調査の成果 本道跡からは前方後方型  

と思われる周構墓1基 古墳時代後期  

の住居跡10軒、平安時代の住居跡2軒、  

古代の箱形炉1基、中世以降の溝跡2  

条、土坑、柱穴が検出された。  

前方後方型の周溝墓の主軸はほぼ東西  

で前方部は東である。周辺からも前方  

後方型の周構墓が検出されているため、  

周辺は古墳時代初頭の墓域が展開して  

いるものと想定される。周構墓から南  

へ約200mの箇所からは、古墳時代後期  

の住居跡が多数検出された∩ 注目する  

遺構として古代の箱形炉の検出がある。  

残存状況が悪いものの、製鉄炉の両端  

に排梓土坑と作業場を持つものである。  

調査時に廃土を採取しているため、今  

後整理作業と廃土の洗浄が進むことで、  

詳細が明らかになるものと期待される。  

製鉄炉鉄棒分布状態  
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古墳時代住居跡全景  

期の住居25軒、平安時代の住居跡3軒、  

中世の竪穴状遺構5基、井戸跡、蒼海城  

に関連する堀跡1条、中近世の溝跡7  

条、柱穴、土坑等が検出されている。検  

出された堀跡からは、堀を渡る橋脚と思  

われる一組のピットが確認されている。  

今年度は発掘調査のみであるため整理  

作業が進捗するにつれ、より詳細が明ら  

かになるものと思われる。  

遺跡位置図  

⑦ 元総社蒼海遺跡群（65）招5几1別）  事業名 区画整理事業  

所在地 前橋市元総社町2103－2他  

調査期間 平成26年1月22日から  

平成26年3月26日まで  

担当者 茂木孝行（技研コンサル株式  

会社）  

調査面積 910n子  

調査の経緯 平成25年12月19日付け  

で、前橋都市計画事業元総社蒼海土地区  

画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査  

依頼が前橋市より提出された。市教育委  

員会では、直営による発掘調査が困難で  

あるため、「群馬県内の記録保存を目的  

とする埋蔵文化財の発掘調査における  

民間調査組織導入事務取扱要綱」に則り、  

民間調査組織に業務を委託するよう前  

橋市に回答した。民間調査組織への業務  

委託について前橋市の合意も得られ、市  

教育委員会の監理、指導のもと民間調査  

組織が発掘調査を実施することになり、  

平成26年1月14日付けで前橋市と技研  

コンサル株式会社との間で発掘調査業  

務委託契約を締結し発掘調査を開始し  

た。  

調査の成果 本遺跡からは古墳時代後  

－ 26 一  

蒼海城に関連する堀跡  

古墳時代と平安時代の住居跡  

遺跡位置図  
古墳時代後期の住居跡   



事業名 本社・倉庫新築工事  

所在地 前橋市下佐鳥町1003－2  

調査期間 平成25年 5月20日から  

平成25年 6月14日まで  

担当者 小此木真理（有限会社毛野考  

古学研究所）  

調査面積 652n了  

調査の経緯 朝倉工業団地は、平成22  

年度の試掘調査により遺跡地であるこ  

とが確認されている。平成25年2月14  

日、恵産業株式会社より埋蔵文化財の取  

扱いについて問い合わせがあった。その  

後、埋蔵文化財の保護について協議を重  

ね、建物建設により現状保存が不可能な  

箇所について発掘調査を実施し記録保  

存の措置をとることで合意を得た。市教  

育委員会では、直営による発掘調査が困  

難であるため、「群馬県内の記録保存を  

目的とする埋蔵文化財の発掘調査にお  

ける民間調査組織導入事務取扱要綱」に  

より、市教育委員会の監理、指導のもと、  

有限会社毛野考古学研究所が発掘調査  

を実施することになった。  

調査の成果 トレンチ状の調査区であ  

るが、HrFA泥流層下の畝状遺構・水田  

跡・構跡、As－B直下の水田面・畦畔、  

中世以降の溝跡、井戸跡、土坑が検出さ  

れた。Hr－FA泥流層下の水田跡は残りが  

悪く、部分的に畦畔が確認されるのみで  

あるが、北西から南東方向に主軸をとる  

水田面が17区画分確認された。水田は  

1mX2mの長方形を呈するものが多  

く、方位と共にこれまで調査された朝倉  

工業団地遺跡群と同様である。  

As－B直下の水田跡の畦畔は東西南北の  

条理地割に沿うように作られており、7  

区画分が調査され、水口一箇所が検出さ  

れた。中世では屋敷跡と思われる屈曲す  

る堀跡が確認された。堀跡は2条確認さ  

れており、同様の主軸方向を持つコーナ  

ー部分が検出されていることから、造り  

変えた可能性が考えられる。  

⑧ 朝倉工業団地遺跡群No．6（25G79）  

調査区全景  
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水田跡（AsB下）  

調査の成果 本遺跡からは平安時代の水  

田跡等が鞘認された。発掘調査では南北大  

畦畔2条、東西大畦畔2条、九割に基づく  

構1条が検出され、調査区内珊氏5坪分  

が復元されると思われる。確認された南北  

大畦畔の1条は畦間を水路として使用して  

いる状態が砕毘された。浅間B軽石直下で  

確認された水田面は北西から南東方向に  

向って低く緩やかな傾斜地であるため、水  

田区画への給水、排水は北から南へ、西か  

ら東へとなされていたと考えられる。この  

他に、中世から現代にかけての胱跡や土坑、  

ピットなどが検出された。  

事業名 土地l可呼陛畔斬紫  

所在地 前橋市隅北路町121－2他  

調査期間 平成25年11月18日から  

平成26年1月22日まで  

担当者 牌井和哉（山下工業株式会社）  

醐 5，850n了  

調査の経韓 南部拠点地区遺跡群は平成  

20年度から区画髄理事業に伴う発掘調査  

が6次に亘って行なわれ、古墳時代中平安  

時代の水田跡等が調査されている。平成25  

年4月16日、事業者より事業地内におけ  

る鞘博文化財について協議を受け、同年7  

月から8月にかけて試掘調査を実施し、平  

安時代の水田跡等が慨された。埋蔵文化  

財の保誰等について協議を重ね、道路や調  

整池について発掘調査を行い記録保存の  

捕照をとることで合意を得た。   

市徴青草員会では、直営による発掘調査  

が困難であるため、「畔馬県内の記録保存  

を目的とする蝿煎文化財の発掘調査にお  

ける民間嗣尭劉鳩礁軍人棚板要綱」によ  

り、市教育番日金の監冊、指導のもと、山  

下工業株式会社が発掘調査を実施するこ  

とになった。  
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⑨ 南部拠点地区剋綱掛描（25G81）  
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調査区全景（西から）  

‘岬．裾椚欄出状態（東から）   



事業名 土地区画整理耶禁  

所在地 前柿市馳▲畢町943－2他  

聞査期間 平成25年11月18日から  

平成26年 3月26日まで  

担当者 井上 太（有限会社毛野卑古筆  

研究所）  

珊壷珊 6，365nf  

調査の経緯 南部拠点地区遭跡群は平成  

20年度から区画整理部業に伴う発掘調査  

が6次に亘って行なわれ、古墳時代や平安  

時代の水田跡等が調査されている。平成25  

年4月16日、可喋者より事業地内におけ  

る脚ヒ財について協議を受け、同年7  

月から8月にかけて柵昆暁を実施し、平  

安時代の水田跡等が帳隠された。租構文†ヒ  

財の保鯉等について噺詫を重ね、道路や開  

整地について発掘調査を行い記録保存の  

揺問をとることで合意を得た。   

市韓寄委員会では、概常による発掘調査  

が困難であるため、r群馬県内の記録保存  

を目的とする埋蔵文化財の発掘調査にお  

ける民間調整相脚人事碑取扱野間」によ  

り、市教育委員会の馳、指導のもと、有  

限会社毛野考古学研究所が発掘調査を実  

施することになった。  

調査の成果 本遺跡からは平安時代の水  

田跡等が確認された。発振嗣葡では条理地  

割に基づく大味畔が腕された。大俳畔は  

南北が2条、東西が1条検出され、調査区  

内では悟l氏でも6坪分が復元されると想定  

される。各坪内の水田区画については、比  

較的整然とした区画や不整形で変則的な  

区画に大別される。変則的な区画について  

は地形や水利の制約から生じたものと思  

われる。また、大咄畔に付随する晒跡が確  

認され、坪境を越えた掛け流しや、水田で  

の余分な水を水路に戻す水口が確認され  

たことは大きな成果の一つである。この他  

に、中世以降の珊跡や土坑埠が椎課されて  

いる。  

迫跡位圃図  

水田跡伍s－B下）  

⑪ 南部拠点地区遺跡群恥9（25G83）  事業名 土地区画整理事業  

所在地 前橋市亀里町933－2他  

調査期間 平成25年11月13日から  

調査の成果 本遺跡からは平安時代の  

水田跡等が確認され、周辺の発掘調査  

事例と同様に、条理地割に基づく水田  

遺構が確認された。検出された大畦畔  

は南北2条、東西1条であり、調査区  

内では3坪分が復元されると想定され  

る。坪内の水田は、東西に長く南北に  

短いものが規則的に存在している状態  

が判明し、取水は北から南へ、東から  

西へと考えられる。成果の→つとして  

水田域の一部に土を集めて土地を分離  

し、内部で畑作を行なう「島畑」と考  

ズられる遺構の検州がある。「島畑」と  

考えられる遺構はAs－B混土層で形成さ  

れており、周囲のAs－B浪士層よりも18  

～24cⅡ】高く、表面は平坦であり両端は  

畦畔状の高まりを持っていることが判  

明した。この他に中世以降の溝跡や土  

坑等が確認されている。  

平成25年12月27日まで  

当者 中村岳彦（技研コンサル株  

式会社）  

調査面積 4，972nぞ  

調査の経緯 南部拠点地区遺跡群は平  

成20年度から区画整理事業に伴う発掘  

調査が6次に亘って行なわれ、古墳時  

代や平安時代の水田跡等が調査されて  

いる。平成25年4月16日、事業者よ  

り事業地内における埋蔵文化財につい  

て協議を受け、同年7月から8月にか  

けて試掘調査を実施し、平安時代の水  

田跡等が確認された。埋蔵文化財の保  

護等について協議を重ね、道路や調整  

池について発掘調査を行い記録保存の  

措置をとることで合意を得た。   

市教育委員会では、直営による発掘  

調査が困難であるため、「群馬県内の  

記録保存を目的とする埋蔵文化財の発  

掘調査における民間調査組織導入事務  

取扱要綱」により、市教育委員会の監  

理、指導のもと、技研コンサル株式会  

社が発掘調査を実施することになった。  
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調査区全景  

遺跡位置図  

水田跡（As－B下）   



竪穴住居跡16軒、土坑8基、溝跡2条、  

井戸跡1基、土墳墓1基が検出された。  

遺構の多くは調査区の北半分に集中し  

ている。竪穴住居跡は7世紀後半と10  

世紀以降と大別されるが、多くは10世  

紀に帰属するものである。住居跡の深  

度は10cm前後であり、竃の残存状態は  

良好とは言えず、燃焼部や煙道の一部  

が確認されるのみの住居跡が大半を占  

めている。遣物は杯や椀、皿が重ねら  

れた状態で出土している。出土遺物に  

は転用硯や緑軸陶器片、漆痕跡が残る  

土器片など充実した内容である。周辺  

の遺跡からは緑紬陶器や円面硯、銅椀  

などの重要遺物が出土しているため、  

本道跡を含めた地域は上野国府等の影  

響下にあったものと思われる。  

⑫ 元総社早道乙遺跡（25A152）  事業名 宅地造成事業  

所在地 前橋市元総社町866－1  

調査期間 平成25年8月19日から  

平成25年8月30日まで  

担当者 柴田洋孝（有限会社毛野考  

古学研究所）  
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調査の経緯 平成25年7月24日、開  

発地が掘削されている旨の連絡があり、  

本課職員が現地に急行した。同日、開  

発事業者と協議を行ない同年7月26日  

に試掘調査を実施し、平安時代の住居  

跡等が確認された。埋蔵文化財の保護  

等について協議を行なったが、すでに  

開発計画が進行していたため、道路部  

分について発掘調査を行い記録保存の  

措置をとることで合意を得た。市教育  

委員会では、直営による発掘調査が困  

難であるため、「群馬県内の記録保存  

を目的とする埋蔵文化財の発掘調査に  

おける民間調査組織導入事務取扱要綱」  

により、市教育委員会の監理、指導の  

もと、有限会社毛野考古学研究所が発  

掘調査を実施することになった。  

調査の成果 本遺跡からは平安時代の  

事業名 店舗新築工事  

所在地 前橋市川曲町356－1他  

調査期間 平成25年8月 5日から  

平成25年9月20日まで  

担当者 権田友寿（スナガ環境測設  

株式会社）  

調査面積 5．329rげ  

調査の経緯 平成24年9月24日、事  

業者より事業地内における埋蔵文化財  

について協議を受け、同年11月に試掘  

調査を実施し、平安時代の水田跡等が  

確認された。埋蔵文化財の保護等につ  

いて協議を重ね、店舗箇所等について  

発掘調査を行い記録保存の措置をとる  

ことで合意を得た。市教育委員会では、  

直営による発掘調査が困難であるため、  

「群馬県内の記録保存を目的とする埋  

蔵文化財の発掘調査における民間調査  

組織導入事務取扱要綱」により、市教  

育委員会の監理、指導のもと、スナガ  

環境測設株式会社が発掘調査を実施す  

ることになった。  

調査の成果 本道跡からは条里制に基  

づく平安時代の水田跡が確認され、南  

北方向の大畦畔1条が確認された。こ  

－ 29 －  

l云こ⊥七⊥・・±＿＿  

遺物出土状態  

の大畦畔は南方に所在する川曲地蔵前  

Ⅱ遺跡と同一であり、畦畔の中央を掘  

り窪め、溝の機能を併せ持っている形  

態である。周辺遺跡の調査事例から、  

本遺跡は条里制地割に基づく水田が展  

開していることが判明しており、南北  

大畦畔だけでなく、東西大畦畔の検出  

も期待されたが、想定された箇所には  

明瞭な大畦畔は確認されず、水田区画  

を目的とした畦畔のみであり、他の畦  

畔と比較しても幅や高さに大きな違い  

は見られなかった。しかしながら、想  

定された東西大畦畔と南北大畦畔との  

交点では、南北大畦畔の中央部分が大  

きく掘られ、水口が5箇所設けられる  

など、特異な形態となっている。標高  

は北から南にかけて緩やかに傾斜して  

いるため、取水も北側と想定される。  

遺跡位置図  

⑬ 川曲阿弥陀西遺跡恥．2（25A148）  

水田面に残された足跡  
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遭跡檻間l矧  

南北大畦畔跡   



⑭ 西新井遺跡（251Ⅰ56）  事業名 介護施設建設工事  

所在地 前橋市幸塚町75  

調査期間 平成26年1月15日から  

平成26年1月22日まで  

担当者 長井正欣（有限会社毛野考  

古学研究所）  

調査面積 36nj  

調査の経緯 平成25年8月6日、事業  

者より事業地内における埋蔵文化財に  

ついて協議を受け、同年11月に試掘調  

香を実施し、浅間R軽石の純層と縄文  

時代晩期の遺物包含層が確認された。  

精査を行なったが、浅間B軽石層直下  

には平安時代の水田跡は確認されなか  

った。埋蔵文化財の保護等について協  

議を重ね、保護ができないエレベータ  

ピット範囲について発掘調査を行い記  

録保存の措置をとることで合意を得た。   

市教育委員会では、直営による発掘  

調査が困難であるため、「群馬県内の  

記録保存を目的とする埋蔵文化財の発  

掘調査における民間調査組織導入事務  

取扱要綱」により、市教育委員会の監  

理、指導のもと、有限会社毛野考古学  

研究所が発掘調査を実施することにな  

事業名 宅地造成事業  

所在地 前橋市富士見町横室667  

調査期間 平成26年3月17日から  

平成26年3月28日まで  

担当者 和久拓照（有限会社毛野考  

古学研究所）  

調査面積140n音  

調査の経緯 平成25年9月2日、事業  

者より事業地内における埋蔵文化財に  

ついて協議を受け、同年12月に試掘調  

査を実施し、平安時代の住居等が確認  

された。埋蔵文化財の保護等について  

協議を重ね、道路部分について発掘調  

査を行い記録保存の措置をとることで  

合意を得た。市教育委員会では、直営  

による発掘調査が困難であるため、「群  

馬県内の記録保存を目的とする埋蔵文  

化財の発掘調査における民間調査組織  

導入事務取扱要綱」により、市教育委  

員会の監理、指導のもと、有限会社毛  

野考古学研究所が発掘調査を実施する  

ことになった。  

調査の成果 本遺跡は法華沢川と細ヶ  

沢川にはさまれた台地の東縁にあたり、  

東の細ヶ沢川との比高差は約4mを測  
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った。調査の成果 本追跡は桃の人川  

の支流である竜の口川に沿った標高  

110mの低地帯に存在し、昭和30年代  

に遺物の表面採取が行なわれ、縄文時  

代晩期の遺跡として、その存在が広く  

知られるようになった。発掘調査によ  

り、浅間C軽石を含む黒褐色土の直下、  

層厚約20cmの遺物包含層が調査された。  

遺物は拳大程度の多量の円礫と共に出  

土し、遺物出土量は少なかった。これ  

は包含屑の縁辺部にあたるためと考え  

られる。出土数は少ないものの、晩期  

の土器片や石嫉、遮光器土偶の胴部、  

骨片などが出土している。整理作業は  

次年度に行なわれる予定であり、より  

多くの情報が得られるものと期待され  

る。  

包含膚調査風景  

遺跡位置図  

⑮ 横室田中遺跡恥．2（25L2）  

試掘調査で出土した遺物  

る段丘状の急傾斜をなす。周辺には縄  

文時代前期集落が調査された横室田申  

達跡、同一の台地上には古墳時代から  

平安時代にかけての集落が検出された  

田中田遺跡が知られている。本遺跡か  

らは平安時代の竪穴住居跡4軒、土坑1  

基が検出された。検出された竪穴住居  

跡は調査区の南東に集中し、出土遺物  

から8世紀後半から9世紀前半に帰属  

するものと思われる。重複している住  

居跡も存在しているため、本遺跡の集  

落時期は新旧の2期に大別される。土  

坑は調査区の壁際にかかっているため、  

部分的な検出にとどまった。このほか  

に、縄文時代早期前葉、前期中葉～復  

業、中期後葉の土器片や打製石斧、石  

皿などが採取されている。  

遺跡位置図  

住居跡重複状態   



事業名 介護施設建設工事  

所在地 前橋市元総社町721－1他  

調査期間 平成26年3月18日から  

平成25年3月29日まで  

担当者 柴田洋孝（有限会社毛野考  

古学研究所）  

調査面積 36r諸  

調査の経緯 平成25年8月30日、事  

業者より事業地内における埋蔵文化財  

について協議を受け、同年12月に試掘  

調査を実施し、平安時代の住居跡が確  

認された。埋蔵文化財の保護等につい  

て協議を重ね、保護ができないエレベ  

ータピット範囲について発掘調査を行  

い記録保存の措置をとることで合意を  

得た。   

市教育委員会では、直営による発掘  

調査が困難であるため、「群馬県内の  

記録保存を目的とする埋蔵文化財の発  

掘調査における民間調査組織導入事務  

取扱要綱」により、市教育委員会の監  

理、指導のもと、有限会社毛野考古学  

研究所が発掘調査を実施することにな  

った。  

調査の成果 本遺跡からは、平安時代  

の竪穴住居跡8軒、土坑等が検出され  

た。現在整理中であるため、遺構の軒  

数は増減する可能性もあるが、狭小な  

範囲内で、複数の住居跡が重複して検  

出された。詳細な時期については整理  

中であるため、今後明らかになるが、  

各々の住居跡の時期は接しているもの  

と思われる。  

⑯ 元総社落合遺跡（25A170）  

調査区全景（北西から）  

■■■  
■l■  ■■イ  

ェ
・
い
．
、
 
 ●
 
 

土坑内の遺物出土状態   
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2 市内遺跡発掘調査事業  

（1）事業の目的  

周知の埋蔵文化財包蔵地及び包蔵地外の規   

模の比較的大きい開発行為に対し、開発者と   

協議、調査を実施した。遺構や遺物等を確認   

した場合、県の指導要綱を基本に、開発者と   

埋蔵文化財の保存協議を行った。  

3 遭跡台帳整備事業  
（1）前橋市道跡地図の作成   

平成15年度から開始した遺跡地図作成事業   

は、平成24年度に「前橋市遺跡分布地図」   

を刊行し、平成25年度から開発に伴う発掘   

による遺跡分布地図の更新について検討した。   

次年度以降、更新作業の実施を予定している。  

（2）事業の内容  

（D 調査方法  

開発地内に調査トレンチを設定、重機に  

よる表土掘削後、人力による精査をして、   

遺跡の有無、遺跡の範囲確認を行った。調   

査面積は、開発面積の1割程度を基本に調  

査した。  

② 記録作成  

区域内の全体図作成、トレンチ内の遺構   

分布図、土層図を作成した。縮尺は開発区   

域の大きさにより、随時調整した。また写  

（2）遺跡GISの作成   

平成20年度から開始した遺跡GIS事業は   

平成25年度までの遺跡分布範囲のデータ   

化を終了した。次年度以降も開発に伴う発掘   

調査の成果を遺跡GISへ随時更新を行い情   

報を追加していく。また、重要文化財情報も   
GISに搭載し、内容の充実を図っていく。  

4 埋蔵文化財資料整備事業  
（1）普及パンフレット「い・せ・きワールド・   

in前橋」の作成   

平成24年度に前橋市内で実施した埋蔵文化  

財発掘調査の成果を広めるため、A3版の両面  

印刷（表面カラー）の「い・せ・きワールドin前  

橋2014」平成24年度前橋市埋蔵文化財発掘調  

査のまとめ」というパンフレットを作成した。   

表面はカラーということで写真を多く取り入  

れ、裏面には前橋市のどの場所で調査が行われ  

たのか地図を配置し、調査内容をわかりやすく  

まとめた。   

7，000部作成し、平成25年度初めに市  
内小・中学校並びに市立図書館、教育関係者等  

に配布し、文化財の普及を進めた。  
西新井遺跡の試掘調査の様子  

竺≠ ■■■■－・■■－1■・・・・■・l－  

．√ヽ・■⊇  
」一u一一 L■・－－－－1」L－－・  

（3）調査結果   

試掘調査は、49件実施した。このうち、   

32件で埋蔵文化財が確認できた。   

① 確認できた遺跡の時代  

縄文時代～近世にかけての遺構を確認し  

た。  

（∋ 調査した遺構  

住居跡、水田跡、溝跡等   
③ 試掘調査から発掘調査をした主な遺構   

ア 元総社蒼海遺跡群（60）  

平安時代住居跡、中世溝跡   

イ 西新井遺跡  

縄文時代晩期包含層  

り 横室田中道跡No．2  

平安時代住居跡   

二 元総社落合遺跡  

平安時代住居跡  

ざ ■F．●     n√  

◆ヽ）  

■－ ■ ■ ■T ■一  

章ニキニ士薫誓二彊菰二  十いダ山車Il  
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「い・せ・きワールドin前橋2014」表面   
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（4）貸出用資料の整備（写真・遺物・図面）  

展示や貸出に頻繁に利用する遺物・写真な   

どの資料を利用しやすくするため遺物と報   

告書の実測の写しを一緒に管理するなどの   

整備を行った。  

平剋相知側田際棄豆無澤・  一
…
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（5）市民プロジェクト・前橋高崎連携展資料の   

作成  

前橋・高崎連携展資料として安通・洞遺跡   

出土の深鉢、西迎遺跡出土の壷・嚢、天神山   
古墳出土鏡・太刀・鉄鉱・銅銭・紡錘車など   

多数展示資料を作成した。  

m：ド∴汀＿  
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「い・せ・きワールド1n前橋2014」裏面  

（2）普及パンフ「広瀬古墳群」の作成  

400年にわたって朝倉・広瀬の地には   

古墳が連綿とつくり続けられ、その内容、   

数量ともに国内を代表する古墳群であった  

が、この地域一帯に早くから開発が入った  

ため、古墳群は壊滅状態となった。しかし、   

残された古墳から往時の状態を偲ぶことは   

現在でも可能であるため、今までその全容  

を知りえる資料がなかったため、平成25   

年度に東国文化発信事業に協賛し普及パン  

フレットを発行した。  

（6）展示成果   

富士見 元総社 けやき 芳賀 図書館  

（∋ 元総社公民館  

総社地区の土地区画整理に伴う発掘調  

査の成果である壷や高盤などの出土遺物、  

上野国府に関連する人形や墨書土器など  

の複製品、写真などの展示を行った。   

② けやきウオーク前橋  

平成23年度の発掘調査で出土した古銭  

や丸鞘（ベルトの飾り）などの出土遺物、市  

民プロジェクト作成の金冠塚古墳出土の  

金銅製冠や大童古墳群関連の出土品の福  

製品の展示を行った。   

③ 芳賀公民館  

芳賀地区は縄文時代の遺跡が多数調査  

されている。芳賀地区から出土した縄文土  
器、縄文土器の変遷などの開設パネル、発  

掘調査写真などの展示を行った。   

④ 大室公園  

第2回古代東国サミット「ググットぐん  

ま大童古墳サミット」において市民プロジ  

ェクトで復元作成した前二子古墳の埴輪  

や馬具の展示を行った。   

⑤ サンデンファシリティ  

見学者体験教室「森の教室」に縄文土器  

や石器、土師器、須恵器などの遺物、発掘  

調査状況や住居、墓などから遺物が見つか  

った様子など撮った写真パネルを展示し  

た。  

群馬の古墳時代はここから始まった！†  

朝倉・広瀬古墳群  

（3）出土資料の活用（貸出展示）  

・かみつけの里博物館（高崎市）   

山王廃寺出土塑像、山王廃寺出土放光寺銘文   

字瓦  

・アーツ前橋   

柳久保水田祉 墨画土器、耳飾り  

・しもつけ風土記の丘資料館（栃木県）   

大童古墳群前二子古墳 須恵器杯、石見型埴   

輪 他  
・（公財）群馬県埋蔵文化財調査事業団  

大童古墳群前二子古墳馬具双葉剣菱形杏葉   

前二子古墳馬具剣菱形杏葉 他  

－ 33  

サンデンファシリティ  

見学者体験教室「森の教室」   



（7）発掘調査資料の整理作業   

① 前二子古墳シンポジウム資料の作成  

平成25年11月2日（土）に実施したシ  
ンポジウム「東アジアから見た前二子古墳」  

レジュメと記録集・資料集を作成した。講   

演会やパネルディスカッションのテープ起   

こし、編集作業と合せて明治11年に前二   

了・古墳の石室から出土した金属製品の図化   

や編集図化や編集を行い刊行に備えた。  

年度に本格的な整理作業を予定し⊂おり、  

順調に進めば平成27年度に報告書を刊  

行する計画である。  

5 文化財資料管理  
（1）寄贈図書用務・報告書一斉送付  

平成25年度の寄贈図書冊数は、5，9  
32冊。内訳は、他市町村等教育委員から   

1，065冊、井野誠一氏から1，077  
冊、川島多美子氏から3，790冊だった。  

この寄贈に対する返礼と前橋市の文化  

財保護行政の周知のため、10月に『年報  

第43集 平成24年度文化財調査報告  
書』他18冊を204ケ所に→斉送付した。  

（2）写真資料・図面資料のデジタル化に関   

すること  

劣化していく写真のネガをデジタル化   

保存し、資料の保存を図り、資料の活用   

の利便性を目的とする。平成25年度は   

主に山王廃寺遺跡に関する資料のデジタ   

ル化を行った。  ② 柳久保遺跡群の石器整理作業  
前橋工業団地造成組   

合が分譲した鶴谷団   

地の造成に伴って発   

掘調査を行った柳久   

保遺跡群頭無道跡や   

柳久保遺跡の未整理   

であった縄文時代石   

器群の実測作業を行   

なった。頭無道跡石   

器219点と柳久保   
遺跡石器247点の   

合計466点を実施   

した。 その報告は  

本書に掲載した。  
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6 上野国府等保存整備事業  
（1）上野国府等調査委員会の実施概要  

元総社町に存在したとされる上野国府  

の国庁や諸施設の概況を把握するための  

発掘調査を平成23年度から国庫補助事  

業「上野国府等範囲内容確認調査事業」と  

して実施している。本事業を推進するにあ  

たり、上野国府等調査委員会（平成12年  

度に発足した山王廃寺等調査委貞会の名  

称を平成23年度開催の委員会において  

変更）において、上野国府とそれに密接な  

関係をもつ周辺遺跡の調査計画と整備内  

容の検討を十分に行いながら事業を実施  

してきた。  

本年度は、5か年計画の3年目の調査を  

実施したが、国庁の存在が窺える墨書土器  

が出土したが、国府に直接関係する遺構は  

確認できなかった。そのため、1月22日  

に現地視察と事業内容に関する協議を行  

うべく委員会を開催した。議題となった報  

告及び協議は以下のとおりである。  
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③ 堀越甲真木B地点遺跡の石器整理作業   

平成14年に遊戯施設駐車場造成に伴い  

発掘調査を実施した。  

その中で関東ローム  

層AT下から1699点  

にも上る旧石器が発  

見され、本市の歴史  

を考える上で極めて  

貴重な資料であるが、  

未整理の状態となっ  

ていた。今回、器種  

認定、重さ、石材な  

ど属性について台帳  

作成を行なった。来  
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（2）第19回上野国府等調査委員会  

開催日  平成26年1月22日  

開催場所 総社公民館、発掘現場等   



・今までの調査成果を1枚の大きな地図  

に記入して、委員会の際に提示して欲し  

い。  

《現地視察》  

元総社蒼海遺跡群内の大横、大型住居   

《関連する埋蔵文化財の発掘調査報告）  

① 元総社蒼海遺跡群発掘調査の成果  

② 推定上野国府における遺構・遣物の検討  憲澤耳幣黙 ‾■ 1■ 1⊥rコ・  
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第19回委員会現地視察の様子   

《協議》  

① 平成25年度事業の成果について  

当初計画していたB案の蒼海城本丸跡の   

発掘調査は、実施することができなかった   

ため、総社神社境内、元総社小学校校庭及   

び東山道駅路想定ルート付近等の調査のた   

め、12箇所のトレンチを設定し、調査を   

行った。直接国府に関連づけられる遺構は   
確認されなかったが、元総社小学校校庭で   

の調査では、「本（ほん）」と「大家（おお   

やけ）」と書かれた墨書土器が検出された。   

国庁関連遺構探索のヒントとなると思われ   

る。   

② 平成26年度事業計画について  

蒼海城の本丸を国庁の跡地と仮定したB   

案や大構の関係、元総社小学校校庭につい   

て調査を行うことを提案した。   

③ 主な意見  
・東山道駅路想定部分のトレンチ調査の  

結果について、精査が必要である。  

・元総社小学校校庭から出土した墨書土  

器は、赤外線写真や実物を精査した結果、  

「本」と「大家」と書かれていると判断  

した。  

・大溝のつながりについて、レーダー探  

査による調査を検討したい。  

・国府の大溝は方形であるという先入観  

をなくして、調査方法を検討されたい。  
・調査範囲が狭小である。  

・東山道駅路想定ルートについて、引き  

続き調査をするよう検討されたい。  
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上野国府等範囲内用確認調査トレンチ位置図   
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頭無題跡・柳久保遺跡の縄文石器図化作業  

1 はじめに   

平成25年度の資料整備事業で未整理であった  

頭無遺跡と柳久保遺跡の縄文時代包含届出土の  

石器466点を図化したので、実測図および観察表  

を掲載する。   

なお、「頭無遺跡・柳久保遺跡出土の石嫉につ  

いて」大工原豊氏（国華院大学）、「前橋市内遺跡  

出土黒曜石資料の産地分析について」建石徹氏  

（文化庁）・大工原豊氏・二宮修二氏（東京学芸  

大学）について玉稿をいただいたので付編に掲載  

をさせていただいた。   

柳久保遺跡群は前橋市鶴が谷町に所在する  

20haにおよぶ城南住宅団地造成に先立って、昭和  

57年度から昭和62年度の6年間にわたって発掘  

調査された遺跡で調査面積141，387r迂を測る。柳  

久保遺跡群は、下鶴谷遺跡、柳久保遺跡、諏訪遺  

跡、中鶴谷遺跡、頭無遺跡、柳久保水田址遺跡の  

6遺跡で構成される。   

今回報告する縄文時代の石器は前橋市鶴が谷  

町40－8ほかに所在する頭無遺跡と前橋市鶴が谷  

町22－12ほかに所在する柳久保遺跡から出土した  

ものであり、既刊の『柳久保遺跡群Ⅷ（1988）』  

に掲載できなかった資料である。   

基本的には『柳久保遺跡群Ⅷ』に掲載したもの  

は収録していないが、一部重複して掲載したもの  

もある。   

柳久保遺跡群の調査は、昭和57年度末に分布  

調査の実施、昭和58年度に現況図の作成・平面  

座標杭と水準杭の設置、昭和59年度に幹線道路  

と宮川河川改修部分の発掘調査と全域の試掘調  

査を行った。本格的な発振調査は、昭和60年度  

から昭和62年度まで3カ年にわたって実施され  

た。   

これら調査成果の詳細は『柳久保遺跡群Ⅰ～Ⅷ』  

発掘調査報告書（1985～1988）に譲るとして、こ  

こでは簡潔に遺跡毎の成果を観て行きたい。  

（1）・・・下鶴谷遺跡 旧石器時代の遺物、縄文・奈  

良時代の遺構・遺物がまとまって検出された。こ  

の中で縄文時代草創期の撚糸文土器群や復元さ  

れた大型の鵜ケ島台式土器深鉢は特筆されるも  

のである。『柳久保遺跡群Ⅳ（1987）』、『柳久保遺  

跡群Ⅴ（1988）』に収録。  

（2）…柳久保遺跡 旧石器～奈良時代の遺構・遣  

物が多量に発見された。台地全面に及ぶ調査から  

古墳時代～奈良時代の住居跡が53軒検出された。  

4世紀後半10軒、5世紀中葉15軒、6世紀後半  

5軒、8世紀前半23軒と建物跡25棟が検出でき  

た。台地全面におよぶ調査で四時期にわたる集落  

変遷が解明された。このほかに縄文早期沈線文土  

器や早期末葉の条痕文土器群もまとまって検出  

された。『柳久保遺跡群Ⅰ（1985）』、『柳久保遺跡  

群Ⅶ（1988）』『柳久保遺跡群Ⅷ（1988）』に収録。  

（3）■・・諏訪遺跡 柳久保遺跡の西に位置する諏訪  

遺跡からは縄文・古墳時代の遺構・遺物が散見さ  

れた。この中で古墳時代の溝は前山遺跡で検出さ  

れた溝と接続が考えられるものである。『柳久保  

遺跡群Ⅲ（1988）』に収録。  

（4）・・・中鶴谷遺跡 縄文時代・古墳～平安時代に  

いたる遺構・遺物が多数検出された。特に『田部』  

とかかれた20点を超える墨書土器の発見は「上  

西原遺跡」との関連や本地域の律令体制を考える  

上で興味深いものであった。『柳久保遺跡群Ⅵ  

（1988）』に収録。  

（5）■・・頭無遺跡 旧石器・縄文・古墳・平安時代  

の遺構・遺物が検出された。特に三時期にわたる  

旧石器時代の文化層が検出され、最上部の第Ⅰ文  

化層と呼んだ荒屋型彫器を伴う細石刃文化石器  

群は群馬県内で初出例であった。また、赤城山麓  

でも標高300～400m地帯に多くみられる「陥し穴」  

がまとまって検出されたため、赤城南麓→帯に  

「陥し穴」が分布することが判明した。田戸上層  

式や子母口式土器もまとまって出土したため縄  

文時代早期研究の重要な資料が発見できた。『柳  

久保遺跡群Ⅷ（1988）』に収録。  

（6）・・・柳久保水田址 As－B層下面で平安時代の埋  

没水田が広範囲にわたり検出できた。プラント・  

オパー ルの分析結果から本遺跡における水田耕  

作はHr－FA降下以降に開始されたという結果が提  

出されている。また、9世紀後半の稲作祭耐こ用  

いられた鬼が書かれた土器や豚骨、馬歯などの一  

括資料は平安時代に書かれた『古語拾遺』の記載  

と見事に一致した。『柳久保遺跡群Ⅰ（1985）』に  

収録。   

この他に古墳が柳久保遺跡から4基、中鶴谷遺  

跡から1基検出されている。いずれも7世紀後半  

のものである。  

2 頭無遺跡の石器   

頭無遺跡の位置については、Flg．1・2を参照  

願いたい。頭無遺跡は柳久保遺跡群内の南東部に  

あたる標高109mの丘陵性台地に立地する。宮川  

によって開析された谷を西側に臨むこの台地は、   
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Ⅶ群土器である沈線文土器や条痕文土器が主体  

的であるため、石器の多くはそれらの土器群に伴  

出したものと考えられる。   

器種別にみると石嫉127点、削器111点、打製  

石斧79点、特殊磨石24点が目立った。   

石材については地元石材である黒色頁岩が圧  

倒的多数を占めている。チャート、黒色安山岩、  

黒曜石が次いで使用されている。しかし、石材は  

硬さや緻密さ、粘りなどからそれぞれの器種に用  

いたものと判断した。   

第1群石材…小型利器。黒曜石や珪質頁岩   

第2群石材…中型利器。黒色頁岩、黒色安山岩   

第3群石材‥ヰ型鈍器。閉緑岩、石英閉緑岩   

第4群石材…第二の道具。緑色片岩類   

第5群石材…大型鈍器。粗粒安山岩  

第1群石材…緻密な加工に適し、黒曜石や珪質頁  

岩など遠隔地から搬入される石材である。小型の  

石器として加工されることは交易石材である。  

第2群石材…黒色頁岩や黒色安山岩を代表格と  

する県内の一般的石材。粘りを持つため中型の利  

器に用いられ近距離の産地のため大きい素材が  

提供される。  

第3群石材・・・加工には不適のため円礫のまま利  

用される。目的に適う形状・大きさの素材を河床  

から採集し利用する。  

第4群石材・・・点紋緑色片岩は石器時代を通じて  

利用される石材で、縄文時代後期以降は第二の道  

具に多用される。産地は多野・藤岡方面に限定さ  

れる。  

第5群石材…粗粒安山岩は赤城山、榛名山を形成  

している岩石であり、山麓では至る所にみられる。  

きめが粗く柔らかい石材で巨大な素材も入手可  

能である。石皿をはじめ磨石などに用いられる。  

3）遺物分布（Flg．29～31）   

石鍍、打製石斧、削器‥・Ⅴ群・Ⅶ群土器と共通  

した分布域にまとまりを見せながらも、広範囲に  

分布する。  

礫器、敲石、磨石、凹石…点数的に少ないが、Ⅴ  

群・Ⅶ群土器と共通した分布域にまとまりを見せ  

ながらも、広範囲に分布する。  

特殊磨石…Ⅵ群土器と共通した分布であるが  

Ⅴ・Ⅶ群土器との関連も持つものである。  

スタンプ形石器、三角錐形石器…点数的に少ない  

が、多面体磨石の分布とは違った分布域をみせて  

いる。  

剥片…黒曜石剥片が南西部に集中し、チャート剥  

片は2カ所に著しい集中がみられたが、所属時期  

や製品は判明できなかった。石鍍や削器の製作跡  

と考えることが妥当であろう。  

4）石器の概要  

南西に緩傾斜を持ち、沖積地との比高4～5mを  

測る。発掘調査は昭和62年4月21日から10月  

21日までの6カ月間実施した。   

頭無遺跡の12，0001ぜの調査区からは旧石器時  

代第Ⅰ～Ⅲ文化層、縄文時代草創期～後期、古墳  

時代前期、平安時代前期の遺構と遺物が検出され  

た。   

旧石器時代では、第Ⅰ文化層から細石刃核・細  

石刃・荒屋型彫器、第Ⅱ・Ⅲ文化層からナイフ形  

石器や台形様石器等、総数435点の石器が出土し  

た。   

続く縄文時代では、土坑41基、集石7基、焼  

土跡4基、石器配置遺構2基が確認された。33  

基の土坑はいわゆる「陥し穴」であり、4～5基  

単位で群構成が認められた。   

遺物は、包含層を中心に草創期撚糸文土器群、  

押型文土器をはじめ、多量の早期沈線文、条痕文  

土器群が出土した。この他に前期前半の繊維縄文、  

竹管文土器群、中期の勝坂式土器、加曽利E式土  

器のほか後期の加曽利B式土器が僅かに出土し  

た。また、それぞれの土器群に伴う石器類も多数  

出土した。   

この他、古墳時代の住居址1軒、平安時代の住  

居址1軒、土坑3基、井戸1基、粘土採掘坑1基  

が検出されている。  

1）包含層出土の土器   

包含層から出土した縄文式土器は草創期～後  

期にわたる土器群であり、以下のとおりである。  

多次期にわたる包含層であるため、土器と石器の  

共伴関係は把握できていない。  

Ⅱ群土器 草創期 撚糸文系土器 6点  

Ⅲ群土器 早期  無文系土器 5点  

Ⅴ群土器 早期  沈線文土器1，144点  

Ⅵ群土器 早期  押型文土器149点  

Ⅶ群土器 早期  条痕文土器1，244点  

Ⅶ群土器 前期  繊維縄文土器 208点  

Ⅸ群土器 前期   竹管文土器 24点  

Ⅹ群土器 中期  勝坂、加曽利E145点  

刀群土器 後期  加曽利B 74点   

このように12，000Ⅰポの包含層調査から出土し  

た縄文土器の点数は分別不可能なものを含め  

6，348片を数えた。（Tab．1）。包含層から出土し  

たもののうち出土量が多いものは、Ⅴ群とⅦ群土  

器でⅤ群土器が1，144点（38％）、Ⅶ群土器が  

1，244片（41％）を占めている。  

2）包含層出土の石器   

包含層から出土した石器は、総数3，501点を数  

える（Tab．2）。包含層の遺物分布を通じて、各  

器種と土器群との関係を把握しようと試みたも  

のがFig．29～31である。出土した土器がⅤ群・  
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今回図示したものは218点であるが、すでに『柳  

久保遺跡群Ⅷ（1988）』に石器配置遺構の大型打  

製石斧7点の実測図を掲載してあるため参照願  

いたい。   

石鍍（Fig．3・4）図示した点数は101点であ  

る。凹基無茎鉄63、平基無茎鍍25、平基有茎鉱  

8、凸基有茎鍍3、円基鉄1である。大工原氏の  

分析により、平基無茎嫉25点は早期中葉、凹基  

無茎嫉のうち珪質頁岩製は常世式、平基無茎鍛に  

近いものは早期中葉とされている。凹基無茎鍍に  

は縄文後期の関東型の局部磨製石嫉3点、鍬形嫉  

4点が存在する。平基無茎鍍には草創期の局部磨  

製石鍍が存在する。  

石匙（Fig．5）10点を図示した。横形石匙6点、  

縦型石匙2点である。  

削器（Fig．5～7）33点を図示した。裏面に主要  

剥離面を大きく残す横形のものが多数を占める  

ほか縦形のものも出土した。  

打製石斧（Flg．7～10）37点を図示した。裏面に  

礫面や主要剥離面を大きく残すものが特徴的で  

ある。刃部は円刃と平刃がある。刃部は急傾斜を  

なす片刃タイプである。形態はナスビ状に仕上げ  

られたものは丁寧な刃部形成がみられる。159・  

164・171・174などが典型例である。刃部が平刃  

のものが156・160・161・163・165・166である。  

平刃のものは円刃に比べ刃部作出が粗い。大工原  

豊2002によれば、礫面を大きく残した片刃形の  

打製石斧は早期後半に位置づけられている。この  

ほか分銅形のもの186・188・189もには後期のも  

のである。  

スタンプ形石器（Fig．10・11）9点出土したうち  

5点を図示した。  

特殊磨石（Fig．11～13）24点出土したうち19点  

を図示した。閃緑岩や石英閃緑岩などの楕円形の  

円礫の一側面に磨痕が残る石器であり、端部に敲  

痕がみられる。  

敲石（Fig．13）1点図示した。  

石皿（Fig．13）218は粗粒安山岩の石皿である。   

3 柳久保遺跡の石器   

柳久保遺跡の位置についてはFig．2を参照さ  

れたい。本遺跡は赤城山南麓の標高110m前後の  

丘陵性台地に立地する。台地は舌状を呈し、沖積  

地との比高6～7mである。台地の規模は、南北  

300m、東西150m、調査面積40，000rぱを測る。  

調査は昭和59年度に旧石器・縄文時代の遺物と  

古墳～奈良時代にかけての遺構・遺物を調査した。  

昭和60・61年度には全面調査を展開させ、旧石  

器・縄文時代の遺構・遺物をはじめとして古墳～  

奈良時代にかけての遺構・遺物を多数した。  

調査では旧石器・縄文時代、古墳・平安時代の  

遺物や遺構が検出された。旧石器時代の遺物は尖  

頭器3点と台形様石器2点が検出された。縄文時  

代の遺構は、土坑14基、集石5基、焼土跡3基、  

石器配置遺構1基、埋設土器1基であり、遺物は、  

草創期～後期の土器や石器類がみつかった。弥生  

時代は後期の土器が出土した。古墳～平安時代に  

ついては多くの遺構や遺物が出土している（柳久  

保遺跡群Ⅶ）。  

1）包含層出土の土器   

本遺跡から出土した縄文式土器は、草創期から  

後期にわたった。以下、縄文土器の分類結果であ  

る（Tab．3）。  

Ⅱ群土器 草創期  

Ⅲ群土器 早期  

Ⅳ群土器 早期  

Ⅴ群土器 早期  

Ⅵ群土器 早期  

Ⅶ群土器 早期  

Ⅷ群土器 前期  

Ⅸ群土器 前期  

Ⅹ群土器 中期  

撚糸文系土器 415点  

無文系土器170点  

無文繊維土器 253点  

沈線文土器 307点  

押型文土器19点  

条痕文土器 850点  

繊維縄文土器 585点  

竹管文土器1，718点  

勝坂、加曽利E 68点  

刀群土器 後期  堀之内・加曽利B 207点   

調査された28，000nぜの包含層からの出土総数  

5，292点である。包含届から出土したもののうち  

出土量が多いものは、Ⅸ群土器とⅦ群土器で、分  

類不能な細片等を除いた4，592点の内訳では、Ⅸ  

群土器が1，718点（37．4％）、Ⅶ群土器が850点  

（18．5％）を占めている。  

2）包含層の石器   

今回図示したものは247点であるが、すでに『柳  

久保遺跡群Ⅷ（1988）』に67点の実測図を掲載し  

た。これらの内訳は尖頭器3、有舌尖頭器3、石  

鍍1、石匙2、削器6、打製石斧28、礫器2、石  

皿1、スタンプ形石器15、三角錐形石器4点であ  

る。このほか石器配置遺構から出土した大型打製  

石斧2点がある。   

包含層から3，702点が出土した（Tab．4）。出  

土した石器はすべて同一層準から出土したもの  

であるため、時期の同定が困難であった。土器を  

見るとⅦ群、Ⅷ群、Ⅸ群土器が量的に多いため、  

石器の器種にもそれらの時期が反映しているこ  

とと思われる。   

付表の柳久保遺跡包含層の縄文石器集計表を  

みると、石嫉140点と削器81点、打製石斧99点、  

スタンプ形石器33点、特殊磨石24点が目立って  

いる。  

3）遺物分布（Fig．33～35）   

土器各群の占地が大きく変化しないため、差異  

を見いだすのは困難であった。石鍛は広範囲の分   
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特殊磨石（Fig．25・26）24点出土しているが、15  

点図示した。旧利根川から閃緑岩や石英閃緑岩な  

どの楕円形の礫を採取したもので、一側面に磨面  

が認められるが2側面におよぶものは存在しな  

かった。また、多くのものが端部に敲面が存在す  

る。  

礫器（Flg．24）14点出土したが、そのうち3点を  

図化した。  

石核（Fig．25）2点出土し、2点とも図化した。  

4 まとめ   

今回の作業によって柳久保遺跡群の石器類の  

図化作業を完了することができた。頭無遺跡と柳  

久保遺跡について土器群の分布図から台地利用  

の変遷を辿ることが可能となった。   

柳久保遺跡では撚糸文や無文土器など草創期  

から早期にかけて盛んに台地の利用がみられる。  

その後の沈線文や条痕文土器の時期には頭無遺  

跡で盛行をみせる。縄文前期の竹管文土器の時期  

には柳久保遺跡で再び盛行する。こういったよう  

に時期によって台地毎の変遷が違いがみられる。  

柳久保遺跡群にはこの頭無遺跡、柳久保遺跡のほ  

か下鶴谷遺跡から良好な縄文時代の包含層が検  

出されている（柳久保遺跡群1馴柑）。   

下鶴谷遺跡では表裏縄文土器や撚糸文や無文  

土器などの草創期から早期にかけて盛行し、沈線  

文、条痕文、繊維縄文から竹管文まで占地がみら  

れた（Tab．5・6、Fig．36～40）。   

このように柳久保遺跡群の3遺跡の台地利用  

を検討する上で、頭無遺跡や柳久保遺跡からは陥  

し穴がまとまって検出されていることからある  

生活の場として使用され、一時期は狩猟の場とし  

て利用されたことが考えられる。   

今後、土器群の分布図と石器群の分布図の読図  

作業を通して、台地利用の変遷を捉えるとともに  

石器群の時期的な位置付けを行なうことが課題  

としてあげられる。今後、機会をみてその作業に  

あたる必要がある。  

【参考文献】  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団1985『柳久保遺跡群Ⅰ』  

前橋市埋蔵文化財発振調査団1985『柳久保遺跡群Ⅱ』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団1986『柳久保遺跡群Ⅲ』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団1987『柳久保遺跡群Ⅳ』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団1988『柳久保遺跡群Ⅴ』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団1988『柳久保遺跡群Ⅵ』  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団1988『柳久保遺跡群Ⅶ』  

前橋市埋蔵文化財発根調査団1988『柳久保遺跡群Ⅷ』  

大工原 豊2002「打製斧形石器の系譜」『石斧の系譜』  

布を示すのに比べ、打製石斧や削器は東南部に分  

布する。   

三角錐形石器、スタンプ形石器や特殊磨石は  

Xl15～X122、Y120～Y130Gと共通した分布がみら  

れ、Ⅳ・Ⅴ群土器の分布と重なりをみせる。礫面  

や主要剥離面を大きく残す片刃形打製石斧の分  

布は、XllO～X120、Yl16～Y128Gに集中するため、  

Ⅴ・Ⅶ群土器との関連が指摘できる。  

4）石器の概要  

石嫉（Flg．14～16） 図示した点数は132点であ  

る。凹基無茎鍍96点、平基無茎鍛19点、凸基有  

茎鍍9点、平基有茎嫉6点、円基鍍1点である。  

大工原氏の分析によれば、平基無茎鍍は早期中葉  

に帰属するとされる。凹基無茎鍛のうち 41～43  

は鍬形跡であり押型文土器に伴う可能性が高い  

とのこと。45～52は樋状剥離により基部の作出を  

行なっているもので、早期中葉に位置づけられ、  

柳久保型と命名された一群である。また、凹基無  

茎嫉のうち61の大型品は前期復業に位置づけら  

れた。115・116は局部磨製石鍍は後期中葉の関東  

型といわれるものである。  

石匙（Flg．17）11点図示した。縦形石匙2点、横  

形石匙5点である。  

削器（Flg．17～19）22点図示した。裏面に大きく  

主要剥離面を残しており。横刃形が主を占める。  

144はナイフ形石器に形状は似るが、1側片は切  

断されているが、片面に礫面を残すことや調整が  

みられないことから縄文時代の削器と判断した。  

黒曜石製。  

打製石斧（Fig．19～23）99点出土しているが、50  

点図示した。頭無遺跡と同じように礫面や主要剥  

離面を裏面に大きく残し、片刃形の分厚い刃部を  

形成する特徴を有する。形態的には円刃の176・  

195・205などと平刃の169・183などがあり、刃  

部の作出があまりなされないトランシェ様の  

168・193 などが存在する。194・198・203・207  

は分銅形打製石斧で後期のものである。  

三角錐形石器（Fig．23）11点出土しているが、そ  

のうち6点を図化した。すでに『柳久保遺跡群Ⅶ』  

で3点図化してある。216は基部を欠損、217は  

頭部を欠損する。218も基部を僅かに欠損してい  

る。三角錐形石器には黒色頁岩が好んで使用され  

る。  

スタンプ形石器（Fig．25）33点出土しているが、  

6点図化した。『柳久保遺跡群Ⅷ』ですでに15点  

図化してある。225・226は側面に調整が入るもの  

であり、224は底面の摩滅が著しい。また、227  

は底面からの衝撃による剥離痕が顕著にみられ  

る。  
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Tab．1 頭無遺跡包含層の  
縄文土器集計表  

Tab．3 柳久保遺跡包含層の  
縄文土器集計表  

Tab．5 下鶴谷遺跡包含層の  

縄文土器集計表  

分類   点数  割合   

Ⅰ群 表裏縄文   0   0   

Ⅱ群 撚糸文   6   0   

Ⅲ群 無文   5   0   

Ⅳ群 無文繊維   U   0   

Ⅴ群 沈線文   1，144   38   

149   5   

Ⅶ群 条痕文   1，244   41   

Ⅷ群 繊維縄文  208   7   

24   

Ⅹ群 縄文中期   145   5   

74   2   

小計   2，999  100   

不  明   3，349  

合  計   6．348  

4．592  100   

Ⅷ群 繊維縄文   766   12   

Ⅸ群 竹管文   3，130   47   

Ⅹ群 縄文中期   86   

氾群 縄文後期   321   5   

小計   6．640  100   

不明   1，189  

合計   7．829  

Tab．2 頭無遺跡包含層の  
石器集計表  

Tab．4 柳久保遺跡包含層の  
石器集計表  

Tab．6 下鶴谷遺跡包含層の  

石器集計表  

多孔石   0   0   

石皿   3   

石核   15   4   

0   0   

0   0   

0   

小計   412  100   

剥片   3，089  

その他   0  

合計   3，501  

分類   点数  割合   

有舌尖頭器   3   

石嫉   140   30   

楔形石器   2   0   

削器   81   18   

打製石斧   99   21   

磨製石斧   3   

礫器   14   3   

凹石   15   3   

磨石   16   3   

敲石   3   

スタンプ形石器   33   7   

特殊磨石   24   5   

三角錐形石器   2   

多孔石   0   0   

石皿   5   

石核   2   0   

台石   0   0   

ストーン・   

リタッチヤー   
0   0  

砥石   0   0   

小計   461  100   

剥片   3，236  

その他   4  

合計   3，701  

分類   点数  割合   

尖頭器   2   0   

石鍍   84   9   

15   

26   

打製石斧   125   13   

磨製石斧   6   

礫器   48   5   

凹石   22   2   

スタンプ形石器   27   3   

特殊磨石   21   2   

三角錐形石器   55   6   

多孔石   0   

石皿   8   

42   4   

0   

2   0   

砥石   

小計   964  108   

剥片   5，240  

その他   

合計   6，204  
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Tab．7 頭無遺跡包含層の縄文石器集計表  

：上）その他申宥刊‾についてはF記椚とおりである。  
石墨族…珪質変質岩1・変質凝灰岩1。  
剥片…瑠璃1、点紋頁岩4・砂質頁岩2・珪質凝灰岩2・安山岩1・変質玄武岩1  
石英1・雲母石墨片岩4・珪質変質岩5  

Tab．8 柳久保遺跡包含層の縄文石器集計表  

石材  A  召  亡  D  E  F  G  H  口  J  K  L   

色  色  質  粒  ル  緑  
安  
山  

岩   
ル  

器種  黒  チ  富‾  ≡赤二 黒   ；貞  j 黒  灰  変  細  ホ  閃   ス   

有舌尖頭器  3  

38  48  5  19  24  ロ  4 140 

70  3  3  81   

打製石斧  99   

3   

14   

凹石  15  15   

磨石  3  12  16   

敲石  
4  33   

2  24   

剥片   152  145  8  10  2，585  86  140  27  4  24  n  3  24  8  2  18  3．236   

その他  3  4   

合計   193  196  15  由  2．796  9ユ  167  33  5  31  7  2  土3  9  5  】拍  10  2  32  3，701   

註）その他の石材については下記のとおりである。  
石鋲…流紋岩2、凝灰岩質砂岩1、砂質頁岩1、珪質凝灰岩2  
削器…珪質凝灰岩1  
打製石斧…ガラス質安山岩1  
磨製石斧…変質輝線岩1  

スタンプ形石器…文象斑岩1、石斑1、花崗岩1、変質デイサイト1  
特殊磨石…石英斑岩1、花崗岩1  
三角錐形石器…玄武岩1  
剥片…砂質頁岩2、玄武岩2、流紋岩1、石英1、石英斑岩5、珪質変質岩4、不明1  
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Tab．9 頭無・柳久保遺跡の石器観察麦  

遺跡  挿図 No．  登録 Nn   器種  形態  石材  位置   長   幅  厚  重量  
g   

備考   

頭無   堕  ＿声埋   平無  変質Tr？  X151Y162  3生Lヱ  16．7   2．2  局部磨製・草創期   

頭竺   2   47  互埠   凹無  HSh   X161Y140  36．5  12、鱒   
頭無  3   X150Y157  2訂白  20．す   
頭無  4  108  石森   X158Y152  20，1  13．テ  2．8  0，6  
頭無   5   91  石鞘   平無  Ob   X154Y144  13．9  16．6  2．8  0．5  先端欠損   

要≡■；＝＝  40   

男無  41   
＿  

」墾彗  
；≡…  

頭無   

頭無  55   
頭無  56   X159Y142  22．7  16．8  4L2  1．2  
頭無  57   45  有印  凹無  Ob  X159Y140  23．0  16．2   
頭無  58   4革  石掘   凹無  Ch   X151Y157  23．8  15．0  3．g  0．9  
塁彗  59   33  石鍍   凹無  Ch   X152Y155  24．7  14．7  3．9  1．0  

頭無  60   20  石嫉   凹無  赤色珪質 lJ」 石  X148Y132  27．6  14．6  4．1  1．0  

頭無  61  14  石卓帳  凹無  HSh   X155Y129  26．3  15．3  4．0  0．8  片脚欠損   

頭無  62   7∩  前章脹  凹無  BSh  X156Y141  30．0  15．4  3．1  1．0  
頭無  63   29  石i・5史   担空  BSh  X150Y155  23．0  15．6  4．6  1．2  
頭無  64   97  石嫉   【l里禦  Ⅹ157Y142  19．0  16．2  2．9  0．6  片脚欠損（新）   

担頸  表採   14．7  18．7  3．3  0．6  先端欠損   
19  石鋲  凹彗  X147Y165  18．9  15．4  3．2  0．6  先端・両脚欠損  

．5  3．0  0．6  片脚欠損   

．6  3．3  0．3  片脚欠損   

X142Y165  18．9  13．1  3．8  0．9  先端欠損   

X160Y148  18．7  13．6  3．4  0．6  先端・片脚欠損   

凹無Ⅰ   X157Y167  18．3  12．8  3．2  0．6  先蛸・両脚欠損   
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遺跡  挿図 No．  登録 No．   器種    形態  

頭無  匹   
頭無  78   100  石鉄  凹無  Ch   X153Y151  14．4  10，8  2．7  0．5  
頭無  79  107  石鞘  凹無  BAn   X158Y152  12．7  10．5  3．4  0．3  片脚欠損   
頭無  80   84  石鉄    車重∈  Ⅹ158Y157  14．8  9．0  乙4  0．3  片肺欠損   
頭無  81   18  石  町特  X146Y163  11．7  13．3  3．ぎ  0．4  先端潰れ   
頭無  82   
頭無  83   X157Y134  13．5  12．0  2．8  白．2  
頭無  84   甲墜」 凹．苧環 平無   X156Y144  14．5  14．8  2．5  8．3  
頭無  85   57  石豪l長  平河 X157y157  22．5  13．4  3．0  8．7  

頭無  86   81  石鎚   甘   不明  Ob  X155Y139  22．5  15．3  2．2  0．6  基部欠損   
頭無   87   83  石‡j左  凹無  Ob   X153Y141  20．6  13．2  1．7  0．3  局部磨製（関東型）・片脚欠損   

頭無  88   106  石鍍  凹無  Ob   X148Y156  13．2  11．3  2．3  軋3  局部磨梨（関東型）・先梢・片脚欠 損   

頭無  89  両  石離  凹無  Ch   X157Y148  20．8  14．2  3．1  0．6  局部磨製（関東型）   
平有  BSh    X155Y158  18．0  14．6  4．3  1．1  先端・茎部欠損   
平有  BSh     表採   21．2  14．5  4．1  0．8  

頭無  92  22   平有  Ch   X159Y133  22．8  17．2  14．3  l．1  茎部欠損   
覇無  93   凹  石嫉  平有  Ch   X146Y158  13．4  14．6  5．0  0．8  先端・基部欠損   

●＝ E‖  94   75  石ぎ吏   匡  平有  Ch  X155Y167  20．5  13．8  4．0    0．8  先端欠損・鋸歯縁   
頭無  95   6  石祓  平有  Ch   X152Y140  18．5  14．5  4．3    0．8  

頭無  96   平有  BSh   X161Y139  35．6  14．0  5．0  1．9  鋸歯縁   
頭無  97   平有  BSh   X154Y161  29．3  19．3  5．2  2．4  先蛸・茎部欠損   

頭無  98   政    凸有  Ch  X153Y168  28．2  14．2  4．6  1．5  茎部欠損   

頭無  99  3  石輔  
嶺蕪  100   79  石鉱  凸有  BSh   X155Y161  17．0  13．7  も9  0．8  先端欠損   
頭無  101   56  石鞘  円＝砿  Ob   X149Y161  20．5  11．1  2．6  0．5  

頭無  102   8喜  石匙  BAn   X147Y161  2．80  2．40  0．45  1．6  

頭無  103   ‾‾‾   91  石上  h   X157Y162  3．35  3．90  1．00  9，6  
高森  104   95  石J  Ch   X158Y157  2．90  3．70  1．4  12．0  

・≡■‖≡  105   93  石匙  BSh   X158Y141  3．60  5．30  0．50  9，3  

頭無  106   
・呈≡＝≡  107   X160Y141  8．20  8．35  0．60  24．5  

頭無  108   X156Y142  6．15  3．20  1．40  26．3  

頭無  109   

・≡ ≡＝＝  110   

頭重  111   
頭無  112   
頭無  113   
頭無  114   78  l  片  霹  Ch   X157Y157  3．40  2．15  1．00  9．8  

頭無  115   ‾■ 97  Ob   X151Y163  1．65  1．30  0．45  0．6  

頭無  116   98  Ob   X150Y162  2．60  1．25  0．70  1．7  

頭無  117  四  田  器     Ch  X158Y156  3．65  3．90  1．35  14．0  
頭無  118   75  田  BSh   X160Y138  3．75  4．80  0．75  7．7  

q  BSh   X159Y120  12．40  7．40  3．80  396．0  

襲撃  
＿  

圧   BSh   X134Y141  6．95  3．85  1．45  40，9  

盛運  
＿  

玩  BSh   X146Y162  6．20  5．50  1．15  43．9  

頭無   高   BSh   X145Y163  5．60  3．15  1．35  21．8  

頭無  123   69  堅  田  sh   X156Y142  7．05  3．05  0．75  12．8  

・≡ ＝＝＝  124   7  団  器  BSh   X146Y163  9．00  5．25  1．45  48．0  

頭無  125   5  瑚  BSh   X152Y159  10．60  4．00  1．30  57．1  

X159Y143  11．90  4．20  1．65  71．1  

X147Y165  9．00  4．00  1．30  36．2  

BAn  X149Y162  10．00  2．60  1．50  38．2  

66  匝  BSh  X157Y144  8．25  3．35  1．70  39．8  

X159Y143  7．55  4．75  1．75  90．3  

X145Y164  8．00  4．90  1．30  55．5  

X160Y143  17．50  6．20  3．40  343．0  

X159Y151  4．20  7．70  0．85  32．3  

X158Y139  5．20  11．10  2．00  124．7  

X151Y164  5．00  7．75  1．70  43．9  

X147Y163  4．65  8．50  1．50  54．1  

X158Y139  6．00  11．15  2．20  171．6  ストンリタッチヤー   

・：甜  142   72  圧  柑語  BSh   X158Y139  5．00  8．50  1．35  64．4  

・≡■t‖  143  59    器     BSh  X150Y163  6．65  11．90  2し85  238．7  
頭無  144   29  BSh  X157Y149  7．40  14．10  2．60  333．0  
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艮 m  l幅  厚   
壷屋  登録 No．   器種  形態  石材  位謹  
g   

備考   

頭無  145   BSh   X158Y152  9．25  5．25  1．40  100．2  
署≡！：；  146   BSh   

頭無  147   9  手簡零    BSh   
X148Y165  8．50  6．10  2．7首  1有1  
X158Y162  8．25  5．80  2．45   

頭無  148   26  打製石斧  BSh   X151Y162  9．60  6．15  2．35   
頭無  149   

頭無  187   
頭無  188   

室無  189   

三角錐形石器  
スタンプ形石器  

X144Y160  10．00  7．40  4．05  456．0  

4  スタンプ形石器  
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重量  遺跡  挿図 No．  登録 m   器種   形態  石材  位置   
長 mm  幅  厚   g   

備考   

平蕪  BSh   表採   23．8  24．2  4．3  1．9  先端欠損  

XlO4Y144  21．0  16．0  2．3  0．6  
表採   19．2  18．6  3．5  1．0  

柳久保  23  石£ち  頭  表挟   20．4  11．9  2．丁  0．5  
コ中旬亘  25  石嫉  王室  Xl16Y131  22．1  14．4  4．1  1．2  

柳久保   空栗  表採   20．5  12．3  6．3  1．2  先粗欠披  
柳久保  7   担醤  
柳久保  28  石吏！，  匡  空理  Xl17Y129  19．7  18．6  4．4  1．1  
柳久保   29  石娠  平声モ」  Xl18Y123  19．6  15．6  3．白  0．8  
柳久保  114  石郡  聖彗  表採   17．5  12．2  3．8  0．6  

柳久保   X120Y141  22．2  15．2  3．3  0．9  琴歯縁・先蛸欠損   

柳久保  12   
柳久保   13   

柳久保   14   XlO2YO90  22．1  16．0  4．3  l．1  

柳久保  15   石  XlllYl16  19．7  18．0  4．8  1．8  先端欠損  

柳久保  16   10  石  ヨ三鱒 凹無   
柳久保  17   四  石    凹無  Ch   表採  19．3  15．8  2．8  0．8  
脚久保  18   12  石  平無  Ch   XlOIYl19  23．6  12．3  3．2  0．9  

柳久保  19   13  石    平無  Ch  Xl18Y138  22．2  15．4  4．3  1．0  
15  石  頂喧垂  凹無  BAn   X120Y137  17．1  16．4  3．8  0．8  

柳久保   更粍＿  XlOOYl15  19．8  14．9  4．0  0．8  
頂仇性  22   石  凹男  Xl14Yl17  19．0  15．7  5．9  】．0  
柳久保  17  石頭  竺彗  XllOY124  32．7  16．0  4．5  I．g  
柳久保   些墾」  表採   18．4  13．4  3．7  軋7  先端欠損   
柳久保  25   19  石更1．  凹無   XO96YlO8  25．9  15．6  4．8  1．4  

柳久保  20  石叙ニー  凹無  BAn   X121Y137  25．4  16．6  3．8  1．4  先端憤れ  

柳久梶  XO95Y134  22．8  12．6  3．1  0．8  基部欠損  
柳久保  先端・基部欠楓  
榊久保   26  石鉄  凹捜 

＿  Xl18y135  22．0  13．6  3．7  0．8  

柳久保  30   27  石翫 平無   Xl15Yl12  23．0  2（）．1  5．5  1．6  先端欠損   

柳久保  31   32  石亀i  垣  凹無  BAn  XO95YlO4  27．1  14．1  4．3  1．2  
和弘慄  32  3す  石もL  ＃   平無  BAn   Xl15Y121  21．6  14．7  5．1  1．4  基部欠損   

柳久保  33   33  石頭  17．4  12．3  4．0  0．6  

押久保  34   5  石痴  凹無  Ch   X122Y141  10．2  13．3  3．q  0．4  先端・片脚欠損   
14  有訂展  函   XlO5YO87  16．4  14．0  3．1  0．8  

30  石蛎  平頸 平無  Ob  

42  石藤  凹無  Ob   Xl19Y139  11．8  14．5  3．3  0．5  

45  看如  凹無  Ob   X120Y139  10．0  14．1  3．8  0．4  先端・片脚欠損・鍬形錬？   

Xl19Y138  15．3  13．8  4．1  0．6  片脚欠損・鍬形錬？  

Xl18Y137a  10．3  12．3  2．1  0．2  先嫡・両脚欠損・鍬形嫉？  

Xl12Y147  19．0  17．4  4．3  0．8  片脚欠損・鍬形錬？   

XlO2Yl15  22．5  18．0  4．6  1．1  鍬形鍍   

58  右転   凹無  Ob   XlOOYlOO  17．0  16．5  1．8  0．3  

37  石鍍  凹無  6b   XO94YO96  19．5  14．8  3．4  0．6  片脚欠損・折断   
40  石≦ソ  ．キ   両裾  云sh   XlO7Y146  18．7  15し5  3．5  0．7  鍬形鍍・被熱？・基部樋状剥l稚   

63  石鍍   ；画  XlO7YlO7  13．1  16．4  4．5  0．8  先端・片脚欠損・基部樋状剥離   
凹無   XlO7YlO9  11．5  12．3  3．0  0．3  先端欠損・基部樋状剥離   

X123Y134  20．2  19．4  3．4  0．8  被熱・基部樋状重用任   

93  石塔  
先端・片脚欠損・表面ガジリ・強い  

凹無  不明   Xl18Y137  19．5  16．0  4．5  0．4   被熱（赤化）・基部樋状剥離   

柳久保  50   99  石も慌  凹無  Ob   XO99Y97b  16．4  14．1  3．5  0．6  基部樋状剥離   

柳九億  51   132  石森  凹無  Ob   Xl14Y144  18．1  13．3  4．2  0．9  両脚欠損・折断・基部樋状剥離   

柳久保  52   四郎  Ob   XlO4Yl12  17．1  11．5  4．0  0．4  片脚欠損・基部樋状剥離   

佃久保  直垂  
柳久保   嬰舞  
柳久保  55   22．9  3．7  1．8  大形・鋸歯縁  

脚久侃  56   27．2  18．9  3．2  1．5  先端欠損   

柳久保  5テ 16．6  6．4  1．8  片脚欠楓   

榊久保  58   50  市抽  画無  BAn   ■   XlO2Y127  21．4  17．8  3．6  1．4  先端欠損   

柳久保  59   102  市衰  廊   頭「  BAn   XO95YlO6  39．2  21．3  3．8  2．6  大形   

和久保   60   100  石鍍  師虹  Xl19Y129  31．3  19．4  4．0  1．6  被熱  

師友戻  57  石戸i≠  凹無   XO92YO86  30．2  23．8  3．5  2．0  

輌久保  62   46  石亀  凹無  Ob   表採   23．9  13．3  3．5  0．9  先端・片脚欠損（衝撃剥離）   
柳久保  63   64  君臨  凹無  BAn   XlO8Yl18  33．0  23．1  3．6  2．1  

柳久保  6毒  98  石i  塾   凹無  Ob  XO99YO86  24．9  16，7  3．0  1．1  先端欠損（衝撃剥離）   
細孔■幌  80  石嫉  凹無  Ob  XO99YO85  30．1  21．5  3．8  1．5  
柳久保  96  石甜≡   凹無  BAn   XO98YO96  28．0  19．5  3．8  1．5  先端欠損  

」1喧果  73  石森   凹男  
柳久保   77  石蕗  些舞  Xl16Yl19  24．5  15．3  4．6  1．1  
柳久保  69   凹無   

和久イ誌  70   66  石    画面  Ch  Xl13Y139  26．5  16．3  4．2  1．4  片脚欠損   
凹無  Ob   XlO2YlO2  25．0  18．1  4．4  1．4  

卸元穣  72   H－8   26．g  19．9  4．4  1．6  

柳久保  71   61  石                        95  石痕   画索  Ch  Xl15Yl17  22．7  17．3  4．6  1．0  
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遺跡  挿図 Nm  選録 I血   器裡  形態   石材  “位置  ・長 田  l 幅  僅  菜菰  備考   官  

凹無  珪Tf  XlO9YO92  13．6  10．4  2．4  0．2  先端欠損  
Ⅹ160Yl19  12．4  11．4  2．5  0．3  

和久憧  112  71  石嫉   里埜  Ob   X123Y132  10．1  12．9  3．5  0．4  先端・片脚欠損   
柳久保  113   113  石些   ＿                        凹無  Ch  XO94YO99  2臥3  13．6  4．2  1．3  
⊥柳生土筆  XlllYlOO  25．5  15．0  2．3  1．1  

局部磨製（関東型）両面縦研磨・片  
表採   16．4  12．7  2．9  0．4   脚・先端欠損（衝撃剥離）柳久保Ⅷ  

Fig．79－7   

凹無  Ob   局部磨製（関東型）・両面縦研磨・  
XlO7YlO3  15．4  11．7  2．7  0．4   先端・片脚欠損   

XO96YO82  27．4  19．7  5．0  2．2  茎部欠損   

XlO7YO83  2臥3  17．7  5．3  1．8  被熱？（表面白化）   
XlO3YO83  23．7  16．0  3．9  1．2  茎部欠損・先端ガジリ   

XlO7YlO9  22．0  13．0  3．5  0．8  

柳久保  121   129  石鉄   平有  BAn   Xl17Y134  32．1  17．1  4．2  1．7  先端欠損   
榊久憧  122   107  石嘩   平有  BSh  XO92YlO4  26．5  13．6  3．8  1．1  先端・茎部欠損（衝撃剥離）   
柳久保  123   109  石壁   凸有  BSh   Xl15Y146  43．7  15．9  4．0  2．2  大形・茎部欠損・付着物あり   

榊久僅  124   112  石鍍   凸有  Ch   XlO6Y95  27．8  11．8  4．3  1．2  先端・基部・側線部欠損   

凸有  BSh   Ⅹ097YlOO  37．5  14．7  5．0  2．2  

柳久保  125  123  石破                  担生理  凸有  BSh   XO98YlO6  27．7  13．6  4．6  1．3  2つに欠損（新）  
柳生埋  

＿  124  石壁  凸有  Ob  Xl13Y125  23．9  1β．5  5．4  1．2  茎部欠損  
脚瓢俣  120  互準   凸有  Ch   表採   29．7  17⊥2  6．3  2．0  

柳久保   35  石銭 未成晶  凸 有？  Ob   XlO8Y122  17．5  13．3  1．6  0．4  

蜘久保  130   131  石錬   凸有  BSh？  XlO7YlO9  15．6  8．0  2．5  0．3  被熱   
担帆促  131   118  石鍍   凸有  BSh   衷採舌屑  17．5  12．1  3．0  0．7  先端欠損・茎部欠損   
柳久保  132   119  石鍍   凸有  BSh   XlllY131a  18．0  12．8  3．1  0．6  先端卜茎部欠損（衝撃剥離）   

32  石庭  頂両面  133  垂An  H－44   3．20  3．60  1．00  8．0  

久保  134  271  石匙  
柳久保  136   270  石匙  BSh   Ⅹ109Y147  2．40  4．90  0．75  6．0  縦形石匙   

コ叫久保  137   318  石匙  Ob   H－22   2．90  4．00  0．90  7．9  

柳久保  138   39  石堅  

柳生埋  
柳久保   34  剋遅  

押久保  141   35  削器  

142   36  削器  

坤旦偶  143   a  則男  堕質Tf  XlO7Y121  2・9旦  2．40  0．90  6．3  
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週間：  仲間 軋  ・溝轍 帆   昔軌  掴牌  石材  】佃票   幅   摘草   

柳久保  「汀テ   43  三内牲滑石朋  BSh   
；     悍  l熊取 馬  

」印生保  41  三角錐形石器  X120Y12219：70   7．65  6．50  622．0  
柳久保  7・8旦   

榊久保  7．90  7・7旦  3．95  300．0  

柳久保  Xl17Y122  9．30  5．15  3．80  209．5  

抑久恨  51  スタンプ形石器  Qi【）i   Xl15Y127  8．95  73．0百  5．10  420．0  
柳久保   187  スタンプ形石器  Gra  X122Y124  10．70  6．50  3．80  375．0  
佃久帖  224   Po  Il17Y136  10．60  7．10  5．10  555．0  
柳久保  225   55  スタンプ形石器  HeI）a  Ⅹ120Y127  12．00  7．3U  4．25  600．0  
柳久保  226   。   Ⅹ104Ylll  11．如  8．00  5．60  71訂す  
柳久保  227   13．70  6．60  4．50  678．0  
掴久悍  228   290  特殊磨石  QiDi   XlO8Y122  17．40  6．45  6．50  961．0  
柳久保  229   53  特殊磨石  Gr   Xl14Y123  7・旦q  5．95  7．15  391．0  
川久保  230  61  特殊磨石  SoAn  Ⅹ115Y131  14．10  5．00  5．40  530．0  
柳久保  231   287  特殊原石  QiDi   Xl15Y123  11．25  5．20  5．80  450．0  
狸生理  232  62  特殊磨石  Gr   Xl15Y120  4．20  4．35  6．50  642．0  
柳久保  233   183  特殊贋石  QiDi   Xl15Y123  7．95  5．20  5．50  310．0  
遡久保  234   

＿＿  57  特殊磨石  piDi   XlO6YO98  13．45  5．80  7．80  900．0  
柳乳腺  235   59  特殊臍石    Po   Xl13Y123  16．70  5．25  7．00  850．0  
柳久保  236   60  特殊磨石  QiDi   X120Y132  16．45  6．45  7．75  1120．0  
柳久保   2㌍  iDi   X122Yl19  

コ画室頭   2革8   垂翠   
脚．生埋  SoAn  表昼  
榊久保  SoAn  Xl18Y122   

柳久保   289  特殊磨石  SoAn  XO98YO98  12．00  7．15  7．20  611．0  
拙捗、喘  242  56  特殊磨石  QiDi  Xl14Y123  15・8旦  5．75  7．10  8qむ旦  
柳久保  243   45  醍室  BSh   85．0                Xl14Yl19  5，95  5．20  3．20  

和久侶  166  鱒畢  BSh   Ⅹ120Y137  8・4巨  13．85  2．15  296．0  

柳久保   205  鱒琴  SaAn  X122Y141  9．50  12．30  3．20  425．0  
軸久保  246   401車梓  8Sh   Xl18Y125  4．90  6．00  4．40  135．2  

44  石綾  247        BSh  Xl18Y136  6．10  6．60  6．80  300．0  

Gra・‥文象斑岩  

SoAn・＝粗粒輝石安山岩  

SaAn・・・細粒安山岩  

HeDa・‥変質デイサイト  

SaAn…細粒安山岩  
WeTf…溶結凝灰岩  
Ba…玄武岩  

Dia・・・輝緑岩  

Ss…砂岩。  

Ob…黒曜石  

BAm…黒色安山岩  
BSh‥・黒色頁岩  

Ch…チャート  

Po…ひん岩  
Ho…ホルンフェルス  

QuDト・石英閃緑岩  
Di…閃緑岩  
Gr…花崗岩  

－48一   



－
●
 
 

－
．
1
r
巨
 
 

－＼1■  

20 キロメートル  

阿
品
鞋
駈
L
l
 
 

論
陣
冊
此
闇
 
世
W
¶
山
m
M
W
粗
U
 
 

蒔
抑
 
 

十
」
 
 

責
 
 

■  

1000m  t】  l什口什  2bOD  

Fig．1柳久保遺跡遺跡群配置図  

－49－   



遺 跡 名 （ふりがな）   略称  調査年度   掲 載 報 告 書 名   

下鶴谷遺跡（しもつるがやいせき）  El  昭和59～61年度  柳久保遺跡群Ⅰ・ⅠⅤ・Ⅴ  

柳久保遺跡（やなぎくぼいせき）   E2  昭和59～61年度  柳久保遺跡群Ⅰ・V虹・Ⅷ  

E3  昭和60年度  柳久保遺跡群HI  

中鶴谷遺跡（なかつるがやいせき）  E4  昭和61・62年度  柳久保遺跡群Ⅵ  

頭 無 遺 跡（かしらなしし）せき）   E5  昭和62年度  柳久保遺跡群Ⅷ  

柳久保水田祉（やなぎく「ぎすいでんし）  E6  昭和59～61年度  柳久保遺跡群Ⅰ・m・ⅠⅤ・VIl   

Fi8．2柳久保遺跡合体同  
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Fig．37各遺跡の縄文包含層遺物分布（2）  
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付   編  

1 頭無遺跡・柳久保遺跡出土の石鉄について  

大工原 豊（国学院大草）  

（1）頭無遺跡  

114点の石鍍が確認されており、形態・石材・法皇  

等は観察表（Tab．7）のとおりである。残存状態の  

比較的良好なものを101点図示した。すべて遺物包  

含届からの出土であり、早期中葉、前期後菓、後期  

中葉などの土器群が出土しており、これらの土器群  

に伴うものとみられる。また、形態的特徴からみて  

後期の有茎嫉も認められる。   

形態的特徴から、平基無茎嫉、凹基無茎嫉、局部  

磨製石鍛、有茎嫉に大別される。各形態の特徴は以  

下のとおりである。  

平基無茎蝕（Fig．3－3～15）   

三角形を呈するもので、本遺跡では比較的まとま  

った数量が出土している。おそらく大部分は早期中  

葉のものと推定される。  

凹基無茎鍼（Fig．3－2・16～48、Fig．4－49～86）   

2は珪質頁岩製で精緻な押圧剥離により非常に薄  

身に仕上げられている。及川譲氏によれば、早期中葉  

の東北地方の土器群（常世式）と関連するものである  

可能性を指摘する（及川氏のご教示による）。この見  

解は阿部芳郎氏により提唱された北関東（栃木・茨城）  

地域の「無挟長身嫉」との平面形態の類似性に帰因す  

るものである。しかし、「無扶長身鍍」は「斜辺両極  

技法」と呼ばれる両極技法により二次加工が施されて  

いることが特徴であるとされる（阿部2010）。ところ  

が、本遺跡の事例では、精緻な押圧剥離により二次加  

工されており、両極技法が用いられた形跡は全く認め  

られない。これに対し、中村信博氏のご教示によれば、  

田戸上層式併行期の東北地方の物見台式には、これを  

類似した精緻な石鍍が多数存在しているという（例え  

ば岩手県山脈地遺跡等）。本遺跡の常世式とされるも  

のの一部には物見台式が含まれている可能性があり、  

そうなると、さらに遠隔地から流入したものかも知れ  

ない。   

あるいは、局部磨製・精緻な押圧剥離・薄形・珪質  

頁岩といった諸特徴から、前原豊氏によって提唱され  

た草創期終末段階の「壬形尖頭器」（前原1991）の系  

譜を引くものである可能性もある。ちなみに、この形  

態の石器は最近橋本勝雄氏によって再定義され、「木  

葉形薄形尖頭器」（橋本2008・2013・2014等）とさ  

れるものであり、関東～東北地方にかけて広範に分布  

するものである。   

いずれの系譜を引くものであるのかについて、ここ  

で即断することはできないが、遠隔地から搬入された  

ものであることついては疑いの余地はない。今後類例  

の増加を待って、再検討する必要がある資料である。   

Fig．4－16～42は基部がわずかに内湾する形態の  

一群である。平基無茎嫉に近い形状を呈しており、  

早期中葉のものと推定される。Fig．－43～48は鍬形  

鍍あるいは鍬形嫉の崩れた形態である。鍬形鍍の系  

譜を引くものと推定され、早期中葉～後菓に位置付  

けられる一群である。   

Fig．3－35～42、Fig．4－49～85は一般的な凹基  

無茎嫉である。さまざまな時期に存在するスタンダ  

ードな形態であり、時期を特定することはできない。  

49・50は特別に大きな大形石嫉であり、83は0．2g  

の極小石鋳である。いずれも通常の石嫉とは異なる  

用途に用いられていたものであろう。  

局部磨製石鍼（Fig．3－1、Fig．4－87～89）   

1は平基無茎を呈する大形の局部磨製石鋳であ  

る。丁寧な押圧剥離により仕上げられており、片面  

は広範囲に斜め方向に研磨されている。こうした形  

態の局部磨製石嫉は稀であり、2の局部磨製石鉄同  

様、早期中葉の東北地方の土器群に伴う石鉄の可能  

性があろう。   

Fig．4－87～89は凹基無茎嫉の基部を縦方向に研  

磨するもので、関東型局部磨製石嫉に分類される。  

87・88は黒曜石製の正真の関東型であるが、89はチ  

ャート製であり、南関東亜型に分類されるものであ  

る。いずれも後期中葉のものと判断される。  

有茎鈷（Fig．4－90～100）   

Fig．4－90～96は平基有茎鉄である。後期中葉に  

多く認められる形態であり、この時期のものと推定  

される。Fig．4－97～100は凸基有茎嫉である。これ  

らも同時期のものと推定される。97は精緻な押圧剥  

離で仕上げられた大形石弥であり、（仮称）安通型  

に分類されるものである。この型式の石嫉は前橋市  

安通・洞No．2遺跡からまとまって出土したことから  

注目されたもので。群馬県内の桐生市千網谷戸遺跡  

遺跡をはじめ多くの後・晩期遺跡で散見される。お  

そらく後期後葉～晩期前葉に帰属するものであろ  

う。  

円基鯨（Fig．4－101）   

基部を円く整形したもので、1点のみ出土してい  
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樋状剥離により凹基を作り出す特殊な技法が用いら  

れている。この中には、鍬形垂族に近い形状のもの（45）  

が含まれており、時期的に近いものと推定される。  

樋状剥離により挟り込み加工を行う技法は極めて特  

徴的なものである。黒色頁岩製の1点と被熱により  

石材不明の1点（49）を除く6点が黒曜石であり、  

石材の上でも斉一性が高い。これらは早期中葉の土  

器群に伴うものと推定される。この技法は他時期で  

は全く見かけない非常に特徴的なものである。そし  

て、これらはすべて信州系の黒曜石が用いられてい  

ることからみて、信州方面との関連性がある可能性  

が高い。この特徴をもつ形態は、単品としても識別  

が容易であることから型式として区別することがで  

きる。まだ、詳細な時期と分布域は不明であるもの  

の（仮称）柳久保型と呼ぶことにする。   

なお、平基無茎嫉、鍬形嫉のもの（仮称）柳久保  

型など早期中葉～後葉と推定される形態では、黒曜  

石が多く、利根川水系産の黒色頁岩が非常に少ない  

点が特徴である。   

一般的な凹基無茎鍍では、長さ35～40mmの大形の  

もの（Fig．15－53・55・59）から、長さ15mm以下の  

極小のもの（Flg．15－98・Flg．16－111）まで変移幅  

が大きい。さまざまな時期のものを含んでいると推  

定される。黒曜石製の大形晶（Fig．15－61）は形態  

的にみて前期後菓に帰属する可能性が高い。   

また、形態的特徴も多様であり、さらに細分する  

ことが可能である。例えば、Fig．16－113・114は脚  

部が内湾する特徴的な形態であり、特定の時期に帰  

属する可能性もある。また、0．2g以下の重量の極小  

石嫉は、通常の弓矢での使用は不可能なほどのサイ  

ズであり、骨角器製の根挟みを用いたか、あるいは  

罠猟の仕掛け弓用の失のパーツの可能性があろう。  

局部磨製石触（Flg16．－115・116）   

2点出土している。いずれも黒曜石製の凹基無茎  

鍍で、基部を中心に縦方向に研磨している。関東型  

局部磨製石嫉（Ia形態）の典型例である（大工原  

2006）。出土土器群と形態的特徴から後期中葉のも  

のと判断される。谷地遺跡など群馬県南部に多い傾  

向が認められるが、前橋市内では大道遺跡において  

まとまって出土している（関口他 2002）。  

円基撤（Fig，14－11）   

1点のみ出土している。黒曜石製で側線部は鋸歯  

状に仕上げられている。  

有茎鍍（Fig．16－117～132）   

有茎嫉は、後期中葉（堀之内2式）以降に群馬県  

内で確認することができる。したがって、本遺跡か  

ら出土した有茎嫉はすべてこの時期以降のものと判  

断される。特に平基有茎嫉（Flg．16－117～122）は  

加曽利B式土器群と分布域が重なっており、この時  

期のものと判断される。また、一般的には粗製の凸  

る。  

【引用文献】  

阿部芳郎 2010「縄文早期における遊動的狩猟集団の拡散と   

回帰」『移動と流通の縄文社会史』雄山間  

橋本勝雄 2008「「木葉形薄形尖頭器」雑感一縄文時代草創   

期における新たな器種の登場－」『石器に学ぶ』10 石器   

に学ぶ会  

橋本勝雄 2013「縄文時代草創期の局部磨製尖頭器－「木葉   

形薄形尖頭器」の再検討－」『旧石器考古学』78 旧石器   

文化談話会  

橋本勝雄 2014「木葉形薄形尖頭器の新例－その分布の広が   

り－」『研究連絡誌』75（公財）千葉県教育振興財団  

前原 豊1991「前橋市内出土の有舌尖頭器について」『芳   

賀団地遺跡群 第4巻 芳賀西部団地遺跡』前橋市教育委  

員会  

（2）柳久保遺跡   

ここでは139点の石嫉・石嫉未成晶があり、形態  

・石材・法量等は観察表（Tab．7）のとおりである。  

残存状態の比較的良好なもの132点を図示した。出  

土土器群の分布状態とすべて遣物包含層出土であ  

り、土器群では早期中葉と前期複葉が主体をなす。  

したがって、その多くはこの時期のものとみられる。  

しかし、一部後期中葉の土器群が出土しており、こ  

れに伴う局部磨製石嫉（関東型）と有茎鍛が少量出  

土している。   

平基無茎嫉、凹基無茎鍍、局部磨製錬、円基鉄、  

有茎嫉に大別される。以下、形態ごとの特徴につい  

て簡単に述べる。  

平基無茎鈷（Fig．14－1～10） 三角形を呈するも  

ので、早期中葉の時期に帰属する可能性が高い一群  

である。チャートが最も多く、次いで黒曜石、黒色  

安山岩の順であり、黒色頁岩はわずかに1点のみで  

ある。  

凹基無茎鈷（Fig．14－12～36、Fig．15－53～98、  

Fig．16－99～114）   

一般的な凹基無茎嫉であり、さまざまな時期のも  

のが含まれている。Flg．14－12～36は基部がやや内  

湾する凹基無茎嫉と平基無茎鍍の中間形態のもの  

で、早期中葉のものが多いと推定される。また、  

Fig．14－37～44は鍬形嫉・鍬形鍍の崩れたものであ  

る。41～43は明確な鰍形嫉であり、押型文土器群に  

伴う可能性が高い。また、それ以外の例はやや形態  

が崩れており、これより後出の土器群（早期中葉）  

に伴うものと推定される。これらは黒曜石6点・チ  

ャート2点と黒曜石が多用される傾向がある。また、  

44は折断により基部が作出されており、次ぎに述べ  

る樋状剥離を施す石嫉との類似性が認められる。   

Flg．14－45～52は樋状剥離により基部を作出する  

ものである。基部の両端部から中心方向に向かって  
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基右茎鍬は晩期前葉lこ爆発的に増加する傾向が認め  

られるが、本遺跡例（Flg．16－123～130）ではいず  

れも丁寧に仕上げられており、粗製のものは存在し  

ていない。これらも後期中葉のものであろう。本来  

凹基有茎嫉は晩期中葉以降に顕在化する形態である  

が、ここから出土した凹基有茎鍍（Flg．16－131・132）  

は平基有茎鍍に近いもので、やはり後期中葉のもの  

と推定される。   

有茎鍍では黒色頁岩が10点と多く、チャート3点、  

黒曜石2点、黒色安山岩1点の順である。後期中葉  

では黒色貢岩が多用されており、黒曜石の多い早期  

中葉～複葉とは石材選択性が大きく異なっていたこ  

とが分かる。   

木遺跡では調査担当者の努力により、土器群の時  

期ごとの詳細な分布状況が明らかにされているの  

で、 今後さらに詳細に土器群と石嫉の共伴関係を検  

討することで、さらに詳細な形態ごとの帰属時期を  

明らかにすることができる良好な資料であると言え  

よう。  

【参考文献】  

関口功一ほか 2002『山王遺跡・大道遺跡・阿弥陀井戸道  

上遺跡・天神遺跡・元屋敷遺跡』 群馬県教育委員会  

大工原 豊 2006「縄文時代後・晩期の局部磨製石鉱一縄  

文石器の型式変化に関する研究－」『縄文時代』第17号  

縄文時代文化研究会  

2 前橋市内遺跡出土黒曜石資料の産地分析について  

建石 徹（文化庁）・大工原豊（囲学院大畢）・二宮修治（東京学芸大学）  

（1）はじめに   

前橋市内の諸遺跡より出土した黒曜石資料の産地分  

析を実施したので、その方法と得られた結果について  

報告する。  

（2）黒曜石の産地分析  

1）資料（試料）   

産地分析に供した遺跡出土黒曜石資料は、前橋市内  

に所在する頭無遺跡、柳久保遺跡、安通・洞‰．2遺跡  

より出土した計90点である。これらはいずれも縄文時  

代に帰属すると考えられる。   

各資料の器種、帰属時期等を第1表に示し、スキャ  

ニングイメージをFig．42に示した。  

2）産地分析の方法   

産地分析に用いる各元素の測定には、エネルギー分  

散型蛍光Ⅹ線分析（非破壊法）を用いた。測定条件を  

以下に示す。   

分析装置：セイコーインスッルメント製エネルギー  

分散型微小部蛍光Ⅹ線分析装置SEA－5120S、線源ター  

ゲット：モリブデン（Mo）管球（電圧45kV）、Ⅹ線照  

射径：¢1．8mm、測定雰囲気：大気、測定時間：100秒、  

定量分析の計算法：FP法、標準試料：なし   

黒曜石の主成分元素であるケイ素（Sl）、チタン（Ti）、  

アルミニウム（Al）、鉄（Fe）、マグネシウム（Mg）、カ  

ルシウム（Ca）、ナトリウム（Na）、カリウム（K）の8  

元素のうち、Fe、Ca、Kの3元素は、黒曜石の産地間  

の識別・分類に特に有効であり、産地分析の指標元素  

となる。筆者らはこれら3元素との挙動に相関性のあ  

る微量成分元素であるマンガン（Mn）、ストロンチウム  

（Sr）、ルビジウム（Rb）を加えた6元素による検討が  

東日本の黒曜石の産地分析に有効であることを示して  

きた。本研究においても、この6元素の測定をおこな  

った。   

測定に際しては機器に備えられたCCDカメラの画像  

観察により、Ⅹ線照射範囲（分析範囲）をなるべく平  

滑（原礫面等でない）新鮮な面とすることを心がけた。   

産地分析のための基準資料として、東日本の代表的  

な黒曜石産地である北海道白滝・置戸・十勝三股・赤  

井川、青森県小泊・出来島・鶴ヶ坂・深浦、岩手県雫  

石・折居・花泉、秋田県金ヶ崎・脇本、宮城県湯の倉  

・色麻・秋保、山形県月山、新潟県横山・上石川・佐  

渡、栃木県高原山・日光、長野県小深沢・男女倉・星  

ケ塔・麦草峠、神奈川県畑宿、静岡県上多賀・柏峠、  

東京都神津島（恩馳島）、島根県隠岐（久見）の各産地  

黒曜石を使用した。各産地黒曜石の分析値（代表値）  

を第2表に示した。   

産地分析は、先の6元素の測定の結果をもとに、最  

遠距離法によるクラスター分析を実施し、分析資料（1  

点ずつ）と産地資料群の併合距離と、分析資料（遺跡  

ごとに分析に供した全点）と産地資料群の併合距離を  

検討し、産地資料と分析資料の類似性（非類似性）を  

検討した。   

また、必要に応じ、6元素の測定に加えて、先に示  

した主成分元素組成についても検討した。クラスター  

分析には、IBM社製SPSSStatistics20を用いた。  

3）産地分析の結果と考察   

Tab．10に分析資料の6元素組成（岩石学の慣例に従  

い酸化物の形で表記）を示した。また、個々の分析資  
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料と産地資料群の分析値をクラスター分析した結果、  

最も類似性の高い（非類似性の低い）産地資料との併  

合距離（以下、産地資料との併合距離をいう）とその  

産地も第1表に示した。産地資料との併合距離が比較  

的小さく（0．1未満）、個々の分析値にも矛盾がない場  

合は、それを産地と推定した。   

本研究で得られた遺跡別の産地構成は以下の通りで  

あった。  

頭無遺跡  

深沢産1点、晩期前半では星ケ塔産3点、′」、深沢産1  

点、不明1点であった（建石・管頭・津村・二宮 2008）。  

藤岡市中栗須滝川Ⅱ遺跡（谷地遺跡）では後期中葉は  

星ヶ塔産1点、麦草峠産1点、晩期前葉は星ヶ塔1点  

という分析結果がある（建石・三浦・津村・二宮他  

2011）。群馬地域では局部磨製石存に対し星ケ塔産黒曜  

石が多用される傾向が認められるようである。なお、  

後期の有茎鍍のうち黒曜石製は柳久保遺跡の1点のみ  

で星ケ塔産であった。   

安通・洞恥．2遺跡…縄文時代後期後菓から晩期前葉  

の時期の遺物包含層出土のもので、土器群の様相をみ  

ると晩期前葉が多い。したがって、分析資料はこの時  

期の傾向を示している。33点のうち、星ケ塔産が30  

点（91％）と圧倒的に多く、小深沢産、高原山産は各  

1点ずつである。この傾向は晩期前葉の群馬地域の特  

徴であり、これまでの分析結果と整合性を有している  

（建石・三浦・津村・二宮他 前掲）。また、高原山産  

が1点含まれているが、桐生市千桐谷戸遺跡でもこの  

時期に少量高原山産が含まれているので、これも群馬  

県東部地域の特徴と言えよう。  
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星ケ塔産  

小深沢産  

神津島産  

不明  

柳久保遺跡  

星ケ塔産17点  

小深沢産15点  

神津島産 3点  

安通・洞No．2遺跡  

星ヶ塔産 30点  

小深沢産 1点  

高原山産 1点  

不明  1点   

頭無遺跡・・・分析資料22点中、3点を除き縄文時代早  

期中葉の土器群に伴う可能性が高いものである。この  

時期に限れば、19点のうち星ケ塔産9点、小深沢産6  

点と信州系が79％を占めており、群馬地域の通時代的  

特徴を示している。注目されるのは、神津島産が4点  

と比較的多く含まれていることである。   

柳久保遺跡…分析資料35点中、縄文時代早期中葉の  

可能性の高いものは20点である。この時期に限れば、  

小深沢産20点、星ヶ塔産10点であり、信州系が86％  

を占めている。しかし、ほぼ同時期の頭無遺跡とは信  

州系の内訳が異なり、小深沢産が多い傾向を示してい  

る。また、神津島産は3点であり、頭無遺跡同様に比  

較的多い傾向を示している。このように神津島産が安  

定して組成していることは、群馬地域の早期中葉～後  

葉の大きな特徴であると言えよう。神津島産黒曜石を  

安定的に入手できる南関東地域（おそらく大官台地周  

辺）と密接な関係を有していたことが分かる。   

柳久保遺跡に特徴的にみられる（仮称）柳久保型石  

塔は8点中6点が黒曜石であり、小深沢産3点、星ヶ  

塔産3点とすべて信州系であり、特定の産地との結び  

付きは認められない。   

また、頭無遺跡、柳久保遺跡とも各2点ずつ縄文時  

代後期中葉とみられる黒曜石製の局部磨製石塔（関東  

型）が出土しているが、頭無遺跡では小深沢産1点、  

不明1点であるのに対し、柳久保遺跡では星ケ塔産2  

点であり、産地が異なる黒曜石が用いられている。局  

部磨製石嫉の産地分析は、これまでには安中市天神原  

遺跡で実施しており、後期後半では星ヶ塔産8点、小  
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T8b．10 前橋市内諸漬跡m十黒曜石の産地分析結果  
（各元素の分析値は6元素の酸化物の総和を100とした際の百分率）  

Ml10  FeO  SrO  C卑0  Rb20  K20  既定塵遡  併合担嘩   
1．8  54．6  小深沢   0．013   

0．005   

0．009   

1．3  53．9   
6  5  石銑（平無）  T－54G  早期中葉  3、1  34．3  ∩、5  20．3  0．4  41．4  神津島   0．008   

7  86  石金族（不明）  T－24G  早期甲葉  4．3  27．7  0．1  11．4  2．2  54．4  小深沢   0．089   

8  55  石鈷（凹無）   U－46G  早期中葉  3．2  25．5  0．2  12．8  0．7  57．6  星ヶ塔   0．009   

早期中葉  3．4  箪5．7  0．2  14．0  0．9  55．9  星ケ塔   0．001   

9  正  石故（平無）  U－19G                    10  4  石飾（平無）  V－18G  早期中葉  3．4  25．9  0．2  12．5  0．8  57．3  星ヶ塔   0．00引   

lp  22  石鉄（平無）  Ⅴ－32G   早期中雫  4．4  27．∩  ∩．0  12．7  1．9  54．1  小深沢   0．014   

12  33  石鎖（凹無）  X－32G   早期中葉  3．2  34．6  0．4  20．6  0．4  40．8  神津島   0．013   

13  101  石嫉（円基）   X－38G  早期中葉  2．9  26．0  0．2  12．6  0．9  57．4  星ケ塔   0．001   

石鈍（凹無）   Y－36G   早期中葉  3．7  26．3  0．2  12．2  0．8  56．8  星ヶ塔   0．013   

27．2  0．0  14．1   0．092   

25．4  0．3  12．8   0．004   

26．0  0．0  13．2   0．008   

26．3  0．3  11．0  0．9  58．2  星ヶ塔   0，009   

26．6  0．2  13．9  0．8  55．6  星ケ塔   0．001   

早期中葉  3、2  32、9  0．5  20．8  0．5  42．1  神津島   0．002   

21  14  石嫉（平無）   X－20G   早期中葉  3．4  26．9  0．2  11．2  0．8  57．6  星ケ塔   0．009   

22  29  石畔（平価）  Y一句6G   早川中糞  5．D  32．5  0．0  10．6  2．巾  印．D  不明  
柳久保迫蹄   

5  由  石囁（円基）  Ⅹ120－Y141G  

22  115  石鍍（局磨）   

出土緻間   時期   拠0  N．・tl脚抽ヒ    埋邸  
石琳未成品       3、2   0．008   

25．7   0．00   

3  249  石錬（凹無）  C－8－aⅢc層  後期後集～晩期前菜  3．4  26．2  0．1  12．2  1．0  57．1  星ケ塔   0．008   

4  26  石嫉（凸有）   C－7－a Ⅱ屑  後期後乗～晩期前菜  3．3  24．3  0．1  14．3  0．8  57．3  星ケ塔   0．005   

5  308  石鋲（不明）  C－9－aⅣa層  後期復業～晩期前葉  3．3  25．5  0．1  12．6  0．8  57．7  星ケ塔   0．005   

64  右舷（凸有）  C－6－CⅢc層  後期復業～晩期前菜  1．6  47．5  0．6  15．4  0．5  34J4  不明  
0．015   

78  石鉄（凸有）  C－6－aⅣa層  後期後葉～晩期前葉  3．4  25．5  0．2  12．6  0．9  57．4  星ケ塔   0．003   6                          7  36  石鈷く凸有）  C－7－CⅣa層  後期後集～晩期前菜  3．3  24．8  0．3  10．7  0．9  60．0  星ケ塔    8                          9  22  石鋲（凸有）  C－5－dmc屑  後期後楽～晩期前葉  3．2  25．0  0．1  17．5  0．9  53．4  星ケ塔   0．015   

10  27  石銭（凸有）  C－7－bⅢc扁  後期複葉～晩期前菜  3．1  25．4  0．2  14．7  1．0  55．6  星ケ塔  0．00l   
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m  302  石鍍（不明）  B－10－bⅣa層  後期後楽～晩期前葉  3．4  26．9  0．0  11．4  0．8  57．5  星ケ塔   0．015  
12  6  石鍍（平有）  C－5－dⅣa層  後期後楽～晩期前葉  2．6  34．0  0．5  18．8  0．9  43．3  男女倉   0．014   

13  127  石鉄未成晶  A－12－dⅣb層  後期後薬～晩期前葉  2．8  25．4  0．2  12．2  0．9  58．5  星ケ塔   0．005   

14  剥片  Ⅳa・Ⅳb層  後期複葉～晩期前葉  3．5  28．0  0．0  11．4  1．6  55．5  小深沢   0．051   

15  剥■片  Ⅳa・Ⅳb層  後期後集～晩期前葉  3．0  26．9  0．2  13．6  0．9  55．3  星ヶ塔   0．000   

16  剥片  Ⅳa・Ⅳb屈  後期後楽～晩期前菜  2．6  25．8  0．Z  12．6  0．9  57．8  星ケ塔   0．008   

17  剥片  Ⅳa・Ⅳb層  後期後薬～晩期前葉  3．1  26．1  0．0  14．2   0．8  55．9  星ケ塔  0．008   

18  剥片  Ⅳa・Ⅳb層  後期後葉～晩期前葉  2．9  23．6  0．1  12．5  0．8  60．0  星ヶ塔   0．014   

19    剥片  Ⅳa・Ⅳb層   後柑l後薬～晩期前葉  2．9  25．3  0．2  12．7  0．9  58．0  星ケ塔   0．002   
20  剥片  Ⅳa・Ⅳb層  後期後薬～晩期前菜  3．2  27．2  0．2  13．0  1．1  55．4  星ヶ塔   0．005   

21  剥片  Ⅳa・Ⅳb届  後期後楽～晩期前非  2．6  25．7  0．2  ユ4．1  0．8  56．7  星ヶ塔   0．008   

22  剥片  ⅠVa・Ⅳb屑  後期後葉～晩期前葉  2．5  24．7  0．2  12．0  0．7  60．0  星ケ塔  0．060   

23  剥片  ⅠVa・Ⅳb層   0．2  14．8  0．9  55．2  星ヶ塔   0．001   

24  剥片  ⅠVa・Ⅳb屑   0．3  13．7  0，9  57．2  星ケ塔   0．001   

25  剥片  ⅠVa・Ⅳb層  後期後築～晩期前集  3．1  25．8  0．2  15．7  0．8  54．4  星ケ塔  0．004   
26  剥片  ⅠVa・Ⅳb屑  後期後集～晩期前葉  3．2  25．7  0．1  13．4  0．9  56．7  星ケ塔   0．001   

27  剥片  IVa・Ⅳb層  後期後莱～晩期前葉  2．8  24．9  0．2  11．9  0．9  59．3  星ケ塔   0．008   

28  剥片  ⅠVa・Ⅳb層  後期後薬～晩期前菜  1．4  47．9  0．5  22．1  0．5  27．6  高原山   0．004   
29  剥片  Ⅳa・Ⅳb層  後期後薬～晩期前葉  3．1  24．9  0．2  13．2  0．8  57．8  星ケ塔   0．003   
30  剥片  ⅠVa・Ⅳb層  後期後薬～晩期前乗  3．0  25．1  0．2  12．7  0．9  58．1  星ヶ塔   0．002   

31  剥片  Ⅳa・Ⅳb層  後期後薬～晩期前菜  3．3  25．6  0．2  13．4  0．8  56．8  星ヶ塔   0．002  

32  剥片  Ⅳa・Ⅳb層  後期後柴～晩期前葉  2．9  22．2  0．2  10．2  0．8   
33  斎j片  IVa・Ⅳb層  後期後楽～晩期前葉  3．1  25．8  0．1  12．3  0．9   

Fig．42 完全連結法を使用するデンドログラム  
（再調整された距離クラスタ）  
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あ と が き   

ここに、前橋市教育委員会文化財保讃課の平成25年度業の年報を報告します。   

平成25年度は、文化財保護課にとって、大きな変化の年となりました。平成  

7年より本間酒店の旧酒蔵等を利用して開館してきた総社資料館が、急遽休館か  

ら閉館するに至ったことや平成26年3月24日をもって文化財保吉囁課の事務機  

能を三俣町2丁目から総社町3丁目に全面移転したことがあげられます。なお、  

事務所移転については、26年度も引き続き鳥羽収蔵庫への収蔵資料等の移転を  
進めます。総社資料館については、代替施設として、仮設の資料館を総社公民館  

内に設け、結果として、新総社資料館の整備事業を1年前倒しで実施することに  

なりました。長らくその使用についてご理解とご協力をいただいた（有）本間酒  

店さんにはここに記して感謝申し上げます。   

最後に、本書が多くの皆様の目に留まり、活用されることを期待し、あとがき  

といたします。  

平成26年7月1日  

文化財保護課長 小島 純一  
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